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技術報告の刊⾏によせて 
技術報告は今年度で第 20 巻を数えます。⽇本の⼤学における⼯学教育の根幹である実験・
実習をはじめ，教育・研究施設，情報基盤システムを⽀える技術職員のアクティビティの⾼
さは⼯学部における教育・研究の質の⾼さを⽰す指標でもあります。そういった意味から，
この技術報告は，技術室職員各位が⽇々多岐にわたる教育研究⽀援業務に忙しい中，その活
動を記録し続けているものであり，⼯学部の貴重な刊⾏資料となっています。 
⼀⽅，多岐にわたる教育・研究⽀援業務の中，過去数年間にわたる技術職員の採⽤抑制によ
る職員数の減少は，⽀援業務に⽋かせない様々な技術やノウハウの伝承に⽀障をきたすな
ど，技術室のおかれた状況には厳しいものがあると認識しています。技術職員のアクティビ
ティ向上には，個々の⾃⼰啓発活動に依るところが⼤であることは⾔うまでもありません。
この技術報告は，そういった厳しい状況の中でも⼯学部の技術職員が⾃⼰研鑽に意欲的に
取り組んでいる証でもあります。先にも書いた通り，技術室が担う教育・研究⽀援業務は多
岐にわたり，職場環境も多様であることから，⼀体的な業務改⾰は容易ではありませんが，
技術職員が⾃らの意思で⾃⼰研鑽に取り組み，レベルアップを図ることができるよう，技術
室が担う業務の在り⽅を⼀から⾒直す時期に来ているのではないかと思います。 
今後も技術職員の皆さんが⾃⼰研鑽を重ね，実のある技術報告を刊⾏し続けていかれるこ
とを期待して巻頭のあいさつといたします。 
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2021 年度技術部活動報告 

統括技術長 山吉康弘

１．技術部の体制

昨年度末に継続雇用職員 3名が退職し，今
年度は 4 年連続で新規採用がなかったため，
正職員が 31名，継続雇用職員が 7名の，総
勢で昨年度より 3名減の 38名の体制となっ
た。内，正職員 1名は今年度まで 2年間，新
エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）
に出向中であったが，担当プロジェクトの都

合で来年度も出向を継続することになった。 
２．活動の概要

一昨年来から流行が続いている新型コロ

ナウイルスは新たな変異株が次々に現れ，技

術部の活動は昨年度に続いてその影響を受

けることになったが，今年度はウィズコロナ

を意識して活動を行った。個別研修は，前期

2件，後期 4件を全てオンラインで実施した。
地域貢献活動は，近隣の地区公民館からの依

頼を受けて 10 月に実施したが，屋外の仮設
テントにおいて液体窒素に関する実験の実

演を入れ替え制で見学してもらう形式で行

った。昨年度は開催を中止した技術職員研修

は，例年よりも半年遅れの 3/2に技術発表会
のみを実施した。収容定員が参加予定人数の

2倍を優に超える広い会場とオンラインのハ
イブリッド形式で行い，6件の発表があった。
ハイブリッド開催は初めてであったが研修

部会の尽力で大きなトラブルもなく完遂し

た。2年連続で中止した技術談話会は技術発
表会と同じ日の午後にハイブリッド形式で

実施し，2 件の講演があった。1 年半ぶりの
技術交流の場であったので，両会ともに活発

な意見交換が行われた。コロナの終息はまだ

不透明ではあるが，今後はポストコロナを見

据えながら活動していく必要がある。

３．特別研修とパソコン更新補助制度の創設

これまで個別研修制度によって講習会や

セミナーへの参加などの活動を支援してき

たが，科研費申請のための予備検討や地域貢

献の新規テーマ創出，能力向上と自己啓発な

どの自発的な活動を支援するために特別研

修制度を創設した。今年度は薬品管理システ

ムの登録作業の効率化を目的とした活動に

対して支援を行なった。また，業務用の PC
は新規採用時に技術部から支給してきたが，

その後の更新は外部資金獲得等の個人の努

力に任せてきたのが実情であった。故障や老

朽化，OSのサポート終了などによって PCを
必要とする業務が停滞しないように，PC の
更新費用の一部を補助する制度を導入した。

今年度は希望のあった 4 名に対して補助を
行った。今後も自発的な活動や業務の円滑化

のために活用していってほしい。

４．今年度の動向と今後の課題

今年度から技術職員 1 名の体制となる予
定であった学術情報基盤センターに技術部

の要求によって事務担当者が配置された。

2019 年度から続いてきた技術職員の新規採
用の抑制が 2/15 の通知をもって解除され，
早ければ来年度中に新規採用が実現する運

びになった。また，負担過多が深刻だった機

械実習と実験の担当は，来年度から学生実験

の担当を当該学科の教員に移行することで

負担軽減が見込まれる状況になった。技術部

が継続して訴えてきたことにようやく明る

い兆しが見えてきたが，引き続き今後の動向

を注視していく必要がある。来年度は建築・

デザイン学科が米沢キャンパスに移行して

くるので，具体的な支援を求められる可能性

がある。また，技術職員が研究支援を行なっ

ている複数の教員が来年度から次々と定年

退職を迎える予定である。当該技術職員の新

たな研究支援先を検討する際は適切な対応

が必要である。これらの課題に対して，新年

度から就任される黒田新技術部長と大竹新

統括の下で協力して対処していってほしい。 
５．謝辞

長年，技術部に多大な貢献をいただいた村

上聡氏が今年度末に継続雇用期間満了でご

退職される。この場をお借りして感謝申し上

げる。最後に定年のため今年度末で統括を退

任する。任期中の 2年間，技術部の皆様には
多大なご協力をいただき感謝申し上げる。
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2021 年度 技術部企画室会議日誌 

（2021 年 4 月 1 日～2022 年 3 月 31 日） 

技術部企画室書記担当 鈴木貴彦，佐々木貴史 

１．はじめに
2021 年度に開催された企画室会議のアウトラ

インを記す。詳しくは配布済みの議事録を参照さ

れたい。 

2021 年度第 1 回技術部企画室会議 

日時：2020 年 4月 22日(水) 9：00～10：00 

Ａ．報告事項：１．米沢キャンパス運営会

議報告（4/20）  I．協議事項：４．在宅勤

務に係る取扱いについて ６．10 号館火災

に係る被害物品等の補償について Ⅱ．報告

事項：１．教育研究評議会（令和３年４月１

４日）からの報告について ２．2020 年度受

託研究・共同研究・奨学寄附金・学術指導の

受入について ３．令和３年 度科学研究費

補助金採択状況について（速報版） III．

その他：１．米沢キャンパスの新型コロナウ

イルスに係る現状について ２．第 34・35 

回新型コロナウイルスに係る総合対策本部

会議を受けての米沢キャンパスにおける対

応について ４．構内車輌動線について ２．

工学部運営会議報告（4/20） I．協議事項：

１．令和３年度吾妻祭の日程（案）について 

Ⅱ．報告事項：５．令和３年度工学部入試関

係予定表について ６．令和３年度教員表（学

部・博士前期・博士後期）について ８．授

業目的公衆送信に係る利用報告書の作成に

ついて ３．研修部会報告：前期個別研修の

承認 ４．広報部会報告：広報部会委員によ

る地域貢献活動への協力依頼の承諾 ５．地

域連携報告：ものづくり体験塾の開催可否の

検討について ６．総務会計報告：2020 年度

予算決算案の承認 ８. その他：１）安全衛

生委員会（3/11） ２）学情センターへの事

務職員配置 ３）科研費の奨励研究内定につ

いて Ｃ．連絡事項： １．外部機関技術報

告集等 １）早稲田大学理工学術院統合事

務・技術センター技術部：技報第49号 ２）

大阪大学産業科学研究所技術室：2019 年度

技術室報告誌 ３）大阪大学産業科学研究所

技術室：2020 年度技術室報告 ４）富山大学

五福地区技術部：技術部報告集第 1 号 ５）

山梨大学工学部付属ものづくり教育実践セ

ンター：活動報告書第８号 ２．2021 年度の

技術研究会等の開催予定 ３．2021 年度業

務依頼書および 2020 年度業務報告書の提出

について 

2021 年度第 2回技術部企画室会議 

日時：2020 年 5月 20日(木) 9：00～10：10 

Ａ．報告事項 １．米沢キャンパス運営会

議報告（5/18）Ⅰ．協議事項 ３．科学フェス

ティバルについて ４．令和２年度決算報告

(案)について Ⅱ．報告事項 ２．2021 年

度受託研究・共同研究・奨学寄附金・学術指

導の受入について Ⅲ．その他 １．第 36 

回新型コロナウイルスに係る総合対策本部

会議からの報告について ３．緑化整備と英

語アクティビティとのジョイント企画につ

いて ２．工学部運営会議報告（5/18） Ⅰ．

協議事項 ２．2021 年度春季学生大会に伴

う休講措置について ６．アクティブラーニ

ングスペースの利用について １５．令和３

年度オープンキャンパスについて Ⅱ．報告

事項 ６．学術情報基盤センター実習用ＰＣ

及びサーバーについて ３．研修部会報告：

談話会および技術報告会の開催条件および

日程 ４．広報部会報告：技術報告発行の承

認 ７．専門分野技術室関連報告 １）情報

技術室：，HP 保守を行っている 4 拠点の更

新作業 Ｂ．審議事項 １．PC 更新費用の補

助について Ｃ．連絡事項 １．外部機関技

目次へ
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術報告集等 １）東京大学物性研究所技術

部：2020 年技術・業務レポート Vol.16 ２）

神戸大学大学院工学研究科技術室：技術報告

2020 第 27号 ３）山口大学技術部：技術報

告集第 21巻 ４）東北大学多元物質科学研

究所：技術室報告 第 12号 2021.3 ５）宇

都宮大学工学部・工学研究科技術部：技術部

報告集 第 7号 ６）大阪大学大学院工学研

究科技術部，報告集 2021 年 3月 

2021 年度第 3回技術部企画室会議 

日時：2021 年 6月17日（木）9:00～10:00 

Ａ．報告事項 １．米沢キャンパス運営会

議報告（６/１５） I．協議事項 ３．令和

3年度予算配分について ６．8号館１F ア

トリウムの展示について Ⅱ．報告事項 １．

教育研究評議会（令和３年６月９日）からの

報告について ２．2021 年度受託研究・共

同研究・奨学寄附金・学術指導の受入につい

て ３．山形大学基金「やまだい未来へつな

ぐプロジェクト」の申請について III．そ

の他 １．第 37・38 回新型コロナウイルス

に係る総合対策本部会議からの報告につい

て ２．工学部運営会議報告（６/１５）Ⅱ．

報告事項 ３．令和３年度後期実験・実習科

目に係る対応について ７．令和４年度大学

入学者選抜実施要領について Ⅲ．その他 

１．入試支援業務への学生AA 採用について 

３．研修部会報告：前期個別研修の追加募集 

５．地域連携報告：理科実験教室の依頼辞退 

６．総務会計報告：パソコン更新補助４名の

承認 ８. その他 １）業務依頼書の承認結

果について Ｂ．審議事項 １．特別研修の

審査 Ｃ．連絡事項 １．令和３年度東北地

区技術職員研修の日程案について ２．総合

技術研究会2023 の開催中止について 

2021 年度第 4回技術部企画室会議 

日時：2020 年 7月26日(月) 9:00～10:25 

Ａ．報告事項 １．米沢キャンパス運営会

議報告 （7/20） Ⅰ．協議事項 ６．学際融

合グローバル研究者育成東北イニシアティ

ブへ参加する研究者のための山形大学工学

部共同機器分析センター使用に関する申し

合わせについて Ⅱ．報告事項 １．教育研

究評議会（令和 3 年 7月 14 日）からの報告

について ２．2021 年度受託研究・共同研

究・奨学寄附金・学術指導の受入について 

Ⅲ．その他 １．第 40 回新型コロナウイル

スに係る総合対策本部会議からの報告につ

いて ２．令和 3年度予算の早期執行につい

てのお願い ２．工学部運営会議報告

（7/20) Ⅲ．その他 １．対面オープンキャ

ンパスの中止について ３．研修部会報告：

個別研修の追加募集への応募・承認 ６．総

務・会計：昨年度の決算の修正について ８．

その他 １．6/18 の安全衛生委員会の報告

２．7/21 の安全衛生委員会の報告 ３．令和

3 年度東北地区国立大学法人等技術職員研

修の開催通知について Ｂ．審議事項 １．

2021 年度技術部予算について Ｃ．連絡事

項 １．外部機関技術報告集等 (1) 群馬大

学理工学系技術部：技術部報告集 第 19 号

（令和 2年度） (2) 岩手県工業技術センタ

ー：技術情報 (2021.6 No.41) (3) 京都大

学大学院工学研究科 技術部報告集（第18 集） 

(4) 大阪大学大学院工学研究科：2021 年 3

月  技術部報告集 (5) 筑波大学研究基盤

総合センター工作部門：2021 年 4月 工作ニ

ュース (6) 新潟大学工学部 技術部：2021

年 5 月 技術部報告集 (7) 信州大学長野

（工学）キャンパス技術部：令和２年度技術

部報告集 ２．工学部 110周年史の発行につ

いて

2021 年度第 5回技術部企画室会議 

日時：2021 年 9月 27日（木）9:00～10：00 

Ａ．報告事項  １．米沢キャンパス運営

会議報告（9/21） I．協議事項 ３．令和

４年度大学入学共通テスト及び一般選抜の

入構規制について ４．構内車輌入構プラン

について Ⅱ．報告事項 ２．薬品管理シス

テム IASOの運用ルールについて ５． 2021

年度受託研究・共同研究・奨学寄附金・学術

指導の受入について ６．消防立入検査につ
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いて III．その他 １．第 43 回新型コロ

ナウイルスに係る総合対策本部会議及び職

域接種の報告について ４．令和３事業年度

における決算の早期化について ２．工学部

運営会議報告（9/21） Ⅰ．協議事項 １．

秋季学生大会における休講措置について

Ⅱ．報告事項 ３．令和３年度吾妻祭につい

て ３．研修部会報告：後期個別研修申請の

締め切り ５．地域連携報告：畠亀岡地区秋

まつりからの理科実験教室開催依頼につい

ておよび 12 月体験塾の中止 ６．総務会計

報告:電話番号簿修正の対応を行った。 ８.

その他 １）安全衛生委員会 ２）コロナワ

クチン接種協力スタッフの件 ３）R3 年東

北地区技術職員研修について Ｃ．連絡事項

１．主な技術研究会の今後の開催予定につい

て ２．個人調書追加分の提出依頼ついて

３．外部機関技術報告集等 １）九州大学応

用力学研究所技術室：技術室報告 Vol.3 ２）

岩手大学技術部：技術部報告 第 14巻（2021） 

４）愛媛大学工学部等 技術部：技術部活動

報告集 Vol.20(2020) ５）京都工芸繊維大

学高度技術支援センター：高度技術支援セン

ター技術報告集 Vol.15 2020 ６)九州工

業大学飯塚キャンパス技術部：令和2年度技

術部報告集 第 16号

2021 年度第 6 回技術部企画室会議 

日時：2021 年 10月 21日（木）9:00～9:35 

Ａ．報告事項：１．米沢キャンパス運営会議

報告（10/19） Ⅰ．協議事項： ４．山形大

学米沢キャンパス危機管理マニュアルの改訂 

５．令和４年度以降の電子ジャーナル購読の検

討 Ⅱ．報告事項： ２．教育研究評議会（令

和３年１０月１３日）からの報告 ３．2021 年

度受託研究・共同研究・奨学寄附金・学術指導の

受入 ５．米沢キャンパス等電力自由化契約 ６．

米沢キャンパス防災訓練 Ⅲ．その他 １．第

44 回新型コロナウイルスに係る総合対策本部

会議からの報告 ３．会計実地検査 ２．工学部

運営会議報告（10/19） Ⅱ．報告事項： ７．

統括教育ディレクター会議（令和３年１０月１

４日）からの報告 Ⅲ．その他 １．学校推薦

型選抜Ⅰ及び一般選抜における面接実施に

係る面接室等 ３．研修部会報告 後期個別

研修の追加募集 ５．地域連携報告 10/17(日)

に亀岡の秋祭りにて理科工作実験教室を実施 

６．総務会計報告 ・技術部予算の再配分 ８. 

その他 後期フレックスコース授業担当に伴

う勤務時間割り振り 意向調書について Ｃ．

連絡事項：１．外部機関技術報告集等 ２．

「大阪大学接合科学研究所セミナー」の案内 ３．

個人調書追加分の提出 

2021 年度第 7 回技術部企画室会議 

日時：2021 年 11月 18日（木）9:00～10：00 

Ａ．報告事項：１．米沢キャンパス運営会議

報告（11/16） Ⅰ．協議事項：４．令和３年

度補正予算（案） Ⅱ．報告事項：２．消防立入

検査の実施結果 ３．2021年度受託研究・共同研

究・奨学寄付金・学術指導の受入 ４．第 45 回

新型コロナウイルスに係る総合対策本部会議か

らの報告 ５．米沢キャンパスケヤキ並木等に関

する持続方針（案） ６．防災訓練の実施 

２．工学部運営会議報告（11/18） Ⅰ．協議

事項：１．令和３年度学位記授与式の実施に係

る検討 ３．研修部会報告：後期個別研修申込

み1件、追加募集 3件を承認 ８. その他：

１）フレックスコース授業担当に伴う勤務時間

割り振り 2）意向調書 3） 学校推薦型選抜

Ⅰの建築・デザイン学科の受験生誘導員 Ｂ．

審議事項：技術部補正予算 C．連絡事項：１．

外部機関技術報告集等 

2021 年度第 8 回技術部企画室会議 

日時：2021 年 12月 16日（木）9:00～9:20 

Ａ．報告事項：１．米沢キャンパス運営会議

報告（12/14） Ⅱ．報告事項：２．第46回新

型コロナウイルスに係る総合対策本部会議から

の報告 2021年度受託研究・共同研究・奨学寄

附金・学術指導の受入 

 ２．工学部運営会議報告（12/1４4） 

Ⅱ．報告事項：６ 理工学研究科博士後期課程

の改組について ３．研修部会報告：12/9 に

技術発表会・技術談話会の申し込み案内をメー

ル配信した ６．総務会計報告：1月末までに、

各技術室予算の早期執行を完了のこと ８. 
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その他：１）第二回東北地区技術職員研修作業

部会の報告 ２）共通テストの整理業務の依頼

について Ｃ．連絡事項：外部機関技術報告

集等 

2021 年度第 9 回技術部企画室会議 

日時：2022 年 1月 20日（木）9:00～9:25 

Ａ．報告事項：１．米沢キャンパス運営会議

報告（1/18） Ⅰ．協議事項：９．山形大学工

学部共同機器分析センター規程の一部改正 １

０．概算要求（施設整備） Ⅱ．報告事項：２．

2021年度受託研究・共同研究・奨学寄附金・学

術指導の受入 Ⅲ．その他：１．第 47 回新型コ

ロナウイルスに係る総合対策本部会議からの報

告 ３．研修部会報告：技術発表会・技術談話

会の募 a集 ４．広報部会報告：技術報告集の

構成を検討し原稿を依頼する予定 ６．総務会

計報告 ８. その他：1）12/17 安全衛生委

員会開催 2)共同機器分析センター構成員会議

（12/21）報告 3）フレックスコース授業担当に

伴う勤務時間割振の解除 Ｃ．連絡事項：１．

外部機関技術報告集等 

2021 年度第 10 回技術部企画室会議 

日時：2022 年 2月 17日（木）9:00～9:40 

Ａ．報告事項：１．米沢キャンパス運営会議

報告（2/15） Ⅰ．報告事項： ３．2021年度

受託研究・共同研究・奨学寄附金・学術指導の受

入 Ⅲ．その他：１． 第49回新型コロナウイ

ルスに係る総合対策本部会議からの報告 ３．

研修部会報告 3/2 の技術発表会および談話

会は、みらいホールと zoom配信のハイブリ

ッド方式での開催 ４．広報部会報告 今年

度の技術報告集の目次案 ５．地域連携報告 

1/21 に南部コミュニティーセンターより理

科実験工作教室(8/1 開講希望)の依頼があ

り、来年度にコロナの状況を見て受入等を検

討することとした ６．総務会計報告 技術部

の予算は全額執行済み ８. その他：１）令和

２年度東北地区国立大学法人等技術職員研

修の報告 ２）技術部長との懇談会報告 Ｃ．

連絡事項：１．外部機関技術報告集等 ２．

次期プログラムリーダーについて  

2021 年度第 11 回技術部企画室会議 

日時：2022 年 3月 17日（木）15:00～15:35 

Ａ．報告事項：１．米沢キャンパス運営会

議報告（3/15） Ⅰ．協議事項：14.令和４年

度予算関係審議等日程について 16.令和５

年度の概算要求（教育研究組織整備）につい

て 18.山形大学工学部共同機器分析センタ

ー規程の一部改正について Ⅱ．報告事項：

２．2021 年度 2 月承認分の受託研究・共同

研究・奨学寄附金・学術指導の受入について 

Ⅲ．その他：１．第 50 回新型コロナウイル

スに係る総合対策本部会議を受けての米沢

キャンパスにおける対応について 2．使用電

力量について

２．工学部運営会議報告（3/15） Ⅰ．協議

事項：

7.令和５年度大学院博士前期課程入学試験

日程について 8.令和５年度第３年次編入学

試験日程等について ３．研修部会報告：技

術発表会の出席状況：出席(常勤職員)29 名

(会場 17 名＋オンライン 12名), 欠席 1名

４．広報部会報告 ８. その他：１）技術職

員の新規採用について ３）2022 年度の教

育プログラムリーダーについて ４）安全衛

生委員会（3/18）報告 Ｂ．審議事項：１．

2021 年度技術部予算決算について ２．特別

研修の修了について Ｃ．連絡事項：１）外

部機関技術報告集等 ２）2022 年度以降の主

な技術研究会の案内について ３）大学の技

術職員の交流の場の紹介について 会議終

了後，統括より退任の挨拶とこれまでの協力

に対して御礼があった。
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2021（R3）年度 研修部会活動報告

部会長 堺 三洋 

１．はじめに
今年度もコロナ感染拡大に歯止めがかか

らず、対面での研修、出張が困難な状況で活

動を行った。一方で、ハイブリッド（会場と

オンライン併用）にて技術発表会と技術談話

会を開催したので概要報告と研修部会の通

年活動を報告する。

２．研修部会委員

部会長 堺 三洋（企画室会議,技術長） 

副部会長 鈴木貴彦（企画室会議,技術長） 

委 員  井元 滝（機器開発技術室） 

高橋尚矢（情報技術室） 

水野善幸（機器分析技術室） 

根本昭彦（計測技術室） 

佐藤伸一（計測技術室） 

３．活動記録

３－１．個別研修、特別研修
・3/15 前期個別研修募集開始

・4/16 前期個別研修募集締切

（応募1件、承認） 

・5/7 特別研修募集開始 

・5/31  特別研修募集締切

（応募1件、承認） 

・6/14 前期個別研修（追加）募集開始

・6/28 前期個別研修（追加）募集締切

（応募1件、承認） 

・8/25 後期個別研修募集開始

・9/30 後期個別研修募集締切

（応募1件、承認） 

・10/21 後期個別研修（追加）募集開始

・11/10 後期個別研修（追加）募集締切

（応募3件、全て承認） 

３－２．技術発表会、技術談話会

・12/9 技術発表会募集開始

・12/9 技術談話会募集開始

・1/31 技術発表会募集締切

（応募 6件、全て承認） 

・1/31 技術談話会募集締切

（応募 2件、全て承認） 

３－３．部会会議
会議はすべてオンライン（Zoom）開催とした。 

・4/21  第 1回研修部会会議（Zoom） 

・5/19  第 2回研修部会会議（Zoom） 

・10/12 第 3回研修部会会議（Zoom）

・2/8 第 4回研修部会会議（Zoom） 

４．技術発表会
日時：2022 年 3月 2日 9:50～12:10 

会場：11号館未来ホール 

発表形式：ハイブリッド（Zoom 併用） 

（講演時間15分、質疑応答5分） 

昨年度はコロナ感染拡大のため開催を見

送ったが、今年度はハイブリッド形式で開催

することができた。発表件数は 6 件であり、

発表者全員が会場にて講演を行った。技術部

主催として初のハイブリッド開催であるた

め、機材の準備や、配信確認に手間と時間を

要したが、無事に会を終えることができた。

準備に協力頂いた研修部会全員の力が結集

できた成果だと感じている。また、会場とし

て 11 号館未来ホールを選択していたため、

新しい機材とインターネット接続環境が整

っていたことも功を奏した。図1に技術部常

勤職員の参加形態を示す。会場参加者数には

講演者と研修部会スタッフも含まれている。 

図 1 技術発表会開催時の参加形態 

（会場：56.6%,オンライン 40.0％） 

56.6

40

3.3

会場

オンライン

欠席
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５．技術談話会
日時：2022 年 3月 2日 13:30～15:30 

会場：11号館未来ホール 

発表形式：ハイブリッド（Zoom 併用） 

（講演時間 約 40 分、質疑応答10分） 

前回の談話会は 2018 年 3 月開催であった

ため4年ぶりの開催となった。山吉康弘技術

専門員（統括技術長）と井上正宜技術専門職

員（イノベーションセンター）の2件の講演

を行った。 

写真 1 技術談話会（会場の様子） 

６．個別研修
今年度は通期で 6 件の応募があり全て承

認した。内訳は前期2件、後期 4件、全てが

オンライン形式での開催であった。 

７．特別研修
今年度のみ研修部会にて担当する約束で特

別研修募集取り纏めを行った。 

その結果1件応募で下記内容を採択した。 

テーマ：「薬品管理支援システムへの web 入

力操作簡略化の検討」 

氏名：佐藤翼（機器分析） 

【特別研修の概要】 

・科学研究費助成事業等の競争的研究資金

応募のための予備検討・調査に関わる活動

・理科工作・実験教室等のテーマ開発・調査

などの地域貢献に関わる活動

・その他，技術開発能力および資質の向上，

自己啓発に関わる活動

【支援金額】

・1件につき最大10万円

８．おわりに
技術発表会、談話会をハイブリッド形態で

開催できたことは今後の技術部活動に非常

に役立つ経験だったと感じている。更に技術

発表会では 3 名の若手技術職員が連携した

テーマで発表されていたことは非常に喜ば

しいことと思える。

図 2 ハイブリッド開催機材の接続イメージ図 
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2021 年度 広報部会活動報告

山形大学工学部 技術部広報部会 榎本 正則 

１．運営体制

今年度は部会員の任期 2 年目であるのでメンバ

ーの変更はなく部会長と副部会長を入れ替えて活

動を行った。 

部会長 榎本 正則 情報技術室技術長 

副部会長 佐々木 貴史 機器分析技術室技術長 

委員 鈴木 裕幸 情報技術室 

伊藤 雄太 機器分析技術室 

川口 敏史 計測技術室 

２．活動報告

 本年度の広報部会における主な活動に関して以

下に報告する。 

2-1. 技術部ホームページの更新・運用業務 

 技術部ホームページの更新作業は、鈴木裕幸氏

が担当した。 

図 1.技術部HP 

主な更新項目は下記のとおりである。 

お知らせ一覧 

2021/5/27 

技術部組織図の差し替え 

2021/11/12 

理科工作・実験教室 かめおか秋まつり実施報

告（2021/10/17 開催、高畠町亀岡地区公民館） 

2-2. 科学フェスティバルガイドブック担当業務 

本年度も昨年度同様にコロナウイルス感染防止の

観点からイベントが中止となり、上記業務は実施

しなかった。 

2-3. 技術報告担当業務 

部会委員によって上記報告書の編集および校閲

作業を実施した。2022年 5月に報告書を技術部

ホームページからWeb配信する予定である。 

３．謝辞 

例年 9 月に開催している技術職員研修ですが今

年は3月に開催されました。（昨年度はコロナ禍の

ため中止）このため技術報告集の原稿集約を遅く

しました。このような状況の中ご寄稿ありがとう

ごいます。 

また、校閲や編集に協力下さいました広報部会

委員の皆さまにこの場をお借りしまして深くお礼

申し上げます。 
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2021 年度 機器開発技術室活動報告

山形大学工学部 技術部機器開発技術室 鈴木貴彦 

１．運営体制の概要

本年度の機器開発技術室には、昨年度と変わら

ず5名の職員が所属している(表 1)。 

表 1 業務分野別の人員配置の内訳 

ものづくりセンター 

常駐 協力職員 

支援

学科 

機械 !"#! !! !$#! !!
電気 !%#! "! !&#! #!

表 1 中、ものづくりセンターに常駐して機械加

工の依頼を受けたり、学生が自ら工作機械を操作

して加工する際に指導を行うことを主業務とする

常駐職員(センター系)が 2 名(1)、また機械システ

ム工学科の研究室での研究支援が主たる業務がで

ある協力職員(教室系)が 2 名(3)である。そして小

職(4)は情報・エレクトロニクス学科(電気系)の研

究室に常駐する教室系職員であり、ものづくりセ

ンターに対しては協力職員という立場にある。ま

た室員 5 名(1)(3)(4)全員が、各々が支援する学科の

学生実験もしくは実習を担当している。 

２．ものづくりセンター運営 

上述の通り、ものづくりセンターの運営は常駐

職員 2 名(1)が主体となって日常の各種業務を行っ

ている。2020年 4月～2021 年 2月末までのものづ

くりセンター利用総時間は 2,106 時間(前年度比

-609時間(-22%))、工作依頼件数は100件(前年度

比-5件(-5%))であった。図1は、直近5年間の工

作依頼件数と職員以外のものづくりセンター利用

時間の推移をグラフ化したものである。日本にお

けるコロナ感染が認知されたのが 2019 年度の 1

月以降であったため、2019年度中の研究活動には

コロナ禍はほとんど影響を与えておらず、図 1 が

示すように工作依頼件数も職員以外(＝学生自身)

の利用時間も過去 5 年間で最大であった。そして

コロナ禍が本格化した 2020 年度では工作依頼件

数が約 40%減少し、職員以外の利用時間は約 15%

減少した。続いて本年度(2021)になると、工作依

頼件数は昨年度(2020)とほとんど変わらない

(-5%)一方、職員以外の利用時間は更に36%減少し

ている。よってコロナ禍でも 100 件程度の工作依

頼があることから一定程度の研究のアクティビテ

ィは維持されているものの、学生自らが工作機械

を動かして加工するような形態が大きく減少した

のではないかと推察される。２年連続で「ものづ

くりセンター加工技術研修」が実施できなかった

影響も考えられる。感染状況の先行きは不透明で

はあるが早期の状況改善を願うばかりである。 

３．教育プログラム支援 

技術職員の採用停止措置は本年度も続いており、

定年退職者が生じても新規採用ができない状況に

ある。その結果、機械系の実験・実習を担当して

いる 4 名(1)(3)の業務負担が重くなっている。また

実習を担当していた協力職員(3)のうち 1 名の再雇

用期間が次年度(2022)で終了となるので、2023年

度からは担当者不足により機械系の実験・実習が

これまで通りは実施できない事態となる。そこで

1 年前倒しで次年度から新体制を組んで対応する

こととなった。まず実験については全て教員に対

応してもらい、実習については足りなくなった技

術職員でも実施できるように自習(座学)も組み入

れて「実際に手を動かす実習」を減らすことで対

応する。合わせて実習内容も見直して可能な限り

教育効果を落とさないように工夫した。もちろん

本来は必要な職員を採用して担当職員の負担減と

技術の継承を行う必要があることに変わりは無い。 
図 1 工作依頼件数と職員以外のものづくり

センター利用時間の推移 
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２０２１年度 情報技術室活動報告

山形大学工学部 技術部情報技術室 榎本正則 

１．はじめに
情報技術室は情報処理システム分野および情

報メディアコンテンツ分野における高度に専門

的な技術業務及び技術開発を行っている。メンバ

ーは元技術長の鈴木(勝)が抜けて 9 名（榎本正

則、三浦信一、菊地真也、相澤悠樹、鈴木裕幸、

高橋尚矢、佐藤早徒、石谷幹夫、鈴木秀茂）で活

動をしている。 

２．主な活動
 情報技術室では学内からWebサイトの制作・更

新・保守および映像制作・撮影などメディア・コ

ンテンツ制作・開発の技術支援業務の依頼を有償

（技術料の振替払い）にて実施している。今年度

は下記業務を実施した。 

1) Web サイトの制作・更新業務

① Webサイトの保守作業

今年度も昨年度同様に以下の 4 拠点より業務依

頼を受けホームページの保守作業を行っている。 

・インクジェット開発センター

・イノベーションセンター

（INOEL ,YU-FLEC,YU-FIC） 
・オープンイノベーション推進本部

・山形大学図書館

保守の内容は以下の項目を実施 

・WordPress

コアアップデート（年 1回）

プラグインアップデート（年 1回）

緊急アップデート(※)

・バックアップ（月 1回）の実施

・テストサーバーによる Web サイト検証

・メール・電話でのサポート及び相談の対応

(※）緊急アップデートは4月と5月にWordPress

脆弱性が見つかったため各拠点のアップデート

を実施した。 

技術的な問い合わせは２件あり。 

②Web サイトの変更・追加 

 主に上記にある４拠点より HP の変更・追加な

どの依頼を４件受けた。 

③Web サイト制作 

第 10回 日・独ジョイントワークショップのHP

作成 

図−１ 日・独ジョイントワークショップHP 

2) 映像制作・撮影

今年度は軒並みイベントが中止となり撮影・編

集の依頼が全くなかった。

所有しているドローンを用いて重要文化財の

3D マッピング化を行った。

図−2 工学部重要文化財３Dマッピング 

３．自己研鑽

 例年であれば 11 月開催の AdobeMAX や 2 月

開催のCP+に出向き参加するが、昨年度同様に

今年度は共にオンライン開催となったため各

自登録し受講した。 

４．来年度の活動 

 ドローン（３機）で作成した３Dマッピング

の応用などを検討している。 
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２０２１年度 機器分析技術室の活動報告 

山形大学工学部 技術部 機器分析技術室 松葉 滋，佐々木 貴史

１． 構成メンバー 

今年度のメンバーは7名（松葉，佐々木，水

野，水沼，佐藤翼，伊藤および佐藤和昭）の構

成であり、藤原は昨年度に引き続き NEDO へ出

向となっていた。 

２． 学内共通機器の管理状況等 

今年度は，令和2年度第3次補正予算 先端研

究設備整備事業（研究施設•設備•機器のリモー

ト化•スマート化）にて下記の機器が導入され

た。水野，佐藤翼および伊藤が管理業務を担当

している。 

l ショットキー電界放出形走査電子顕微鏡

（JSM-IT800 JEOL製）

l 卓上走査電子顕微鏡 ネオスコープ

（JCM-7000  JEOL製）

共同機器分析センターで保有するその他の

共用機器についてもそれぞれの担当職員が維

持管理と技術指導を行っている。加えて、機器

設置スペースの消毒，換気および入室制限等の

新型コロナウイルス感染対策も昨年に引き続

き取り組んだ。 

３． 学内機器分析講習会 

昨年度に引き続き、夏期期間中における学

内機器分析講習会は新型コロナウイルスまん

延防止の観点から中止とした。依頼があった

場合に、少人数の講習会を必要に応じて開催

する対応をとった。 

４． 科研費等獲得と資格取得 

本年度では、伊藤の申請が科学研究費（奨励

研究）採択となった。また、佐藤翼が、本学

工学部技術部主催の特別研修に申請し、採択

された。 

５． 自己研鑽

l 6月17日～18日に開催された日本分析化学

会有機微量分析研究懇談会と計測自動制御学

会力学量計測部会が合同で開催した第38回

合同シンポジウム（オンライン）に水沼が参

加した。

l 9月9日 ～10日に開催された令和3年度機

器・分析技術研究会 in山口宇部（オンライ

ン）において佐々木が口頭発表を行った。

l 9月14日 ～15日に開催された2021年度東

北地区国立大学法人等技術職員研修（オンラ

イン）に佐々木が参加した。

l 2021年 11月19日に開催された第36回元素

分析技術研究会に水沼が参加した。

６． 依頼分析業務 

今年度は学外 3件，学内 4件の依頼分析を

実施した。 

７． 地域貢献 

令和3年10月17日に開催された高畠町 かめ

おか秋まつり「理科工作・実験教室」に当技

術室から松葉が参加した。 
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2021 年度 計測技術室活動報告

堺 三洋，大竹 哲也 

１．はじめに
昨年同様 2021 年度はコロナウイルス感染拡大

が継続しているため、技術室活動が著しく制限さ

れている。このため簡素な報告になることをご容

赦頂きたい。 

２．構成スタッフ
計測技術室は「電気・電子」分野と「化学・物

理，機械，バイオ」分野の２グループで構成され

ている。以下にスタッフ担当分野を示す。 

[化学・物理分野]：大竹,水口,菊地（守），村上 

[バイオ分野]：坂原,高倉,荒井 

[機械分野]：根本,近野 

[電気・電子分野]：堺,川口,増田,佐藤（伸） 

上記に示す多様な分野の研究支援や学生実験，お

よび学内共通業務を受け持つ技術室である。 

本年度は、佐藤典子が退職したため昨年比で１名

減となった。 

３．自己研鑽

1）学術指導(1 件)

・菊地守也 R2.7〜R4.7 まで（継続）

2）個別研修(1 件)

・水口 NMR ユーザーズミーティング（ｵﾝﾗｲﾝ）

3）令和 3 年度東北地区国立大学法人等

技術職員研修（2 件） 

・増田（ｵﾝﾗｲﾝ）

・佐藤伸一（ｵﾝﾗｲﾝ）

4）２０２１年度技術部技術発表会(3 件）

・佐藤伸一（口頭発表）

・川口（口頭発表）

・堺（口頭発表）

４．学内共通業務

・根本： 有機材料システムフロンティアセンター

共同施設機器保守管理支援グループの 

依頼分析，施設機器管理 

・堺： 9 号館クリーンルーム保守管理

・大竹： 第 1 種衛生管理者（米沢事業所担当）

共同分析機器（SEM）の管理 

・増田： 第 1 種衛生管理者（米沢事業所担当）

・水口： 共同分析機器（NMR）の管理

・近野： 安全衛生管理業務（米沢事業所担当）

・村上： 技術部地域連携担当

５．トピックス

・殺菌ランプ（波長 254nm：以下 UVC と記す）

強度測定について

電気電子分野では、下記の UVC ランプと計測器

を購入し UVC 空間分布強度データを取得した。本

件に関する報告は、2022 年 3/2 に技術部研修部

会開催の技術発表会にて堺が下記の発表を行っ

た。発表タイトルは「新型コロナウイルス不活性化を

目的とするUVCランプ強度分布計測」である。要旨

は本技術報告集の技術発表会に掲載されている。 

写真 1   室内でのＵＶＣ計測の様子 

６．おわりに

 筆者は、英語論文作成は特に苦手である。最近

はＡＩ技術を用いた翻訳ソフト DeepL が便利である。

本技術報告集に筆者の英文（上記 UVC 関連の要

旨を英訳したもの）を掲載しているが、ほとんど修正

せずに文章が作成できるので便利な世の中になっ

たものだと感じている。 
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２０２１年度 山形大学工学部 技術部各種委員会委員名簿 

企画室会議

山吉 康弘 統括技術長 

大竹 哲也 副統括技術長・計測技術室技術長 

松葉 滋 副統括技術長・機器分析技術室技術長 

鈴木 貴彦 機器開発技術室技術長 

榎本 正則 情報技術室技術長 

堺 三洋 計測技術室技術長 

佐々木 貴史 機器分析技術室技術長 

研修部会

部会長  堺 三洋 計測技術室技術長 

副部会長  鈴木 貴彦 機器開発技術室技術長 

委 員  井元 滝 機器開発技術室 

高橋 尚矢 情報技術室 

水野 善幸 機器分析技術室 

根本 昭彦 計測技術室 

佐藤 伸一 計測技術室 

広報部会

部会長  榎本 正則 情報技術室技術長 

副部会長 佐々木 貴史 機器分析技術室技術長 

委 員  鈴木 裕幸 情報技術室 

伊藤 雄太 機器分析技術室 

川口 敏史 計測技術室 

地域連携担当

松葉 滋 副統括技術長・機器分析技術室技術長 

山吉 康弘 統括技術長 

総務担当

庶務・会計 大竹 哲也 副統括技術長・計測技術室技術長 

書記担当

鈴木 貴彦 機器開発技術室技術長 

佐々木 貴史 機器分析技術室技術長 
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技術部企画室会議

専門技術室

山形大学工学部技術部の組織

技術部運営委員会

環境・安全衛生担当

鈴木泰彦

地域連携担当

<村上 聡>

イノベーションセンター担当

井上正宜

(兼) 技術長を兼務
< > 継続雇用

統括技術長

山吉康弘

副統括技術長

(兼)大竹哲也

副統括技術長

(兼)松葉 滋

機器分析

（化学関連分析）

技術長 佐々木貴史
藤原 渉

水沼里美
伊藤雄太

<佐藤和昭>

（物理関連分析）

技術長 松葉 滋
水野善幸

佐藤 翼

情 報

技術長 榎本正則
三浦信一

菊地真也
鈴木裕幸

相澤悠樹
高橋尚矢

佐藤早徒
<鈴木秀茂>
<石谷幹夫>

機器開発

技術長 鈴木貴彦
下竹悠史

井本 滝
上浦圭太

<高橋達也>

計 測

(化学･物理･機械･ﾊﾞｲｵ分野)

技術長 大竹哲也

高倉 啓
菊地守也

根本昭彦
坂原聖士

水口 敬
<荒井康子>

<近野正昭>

（電気・電子分野）

技術長 堺 三洋

川口敏史
増田純平

佐藤伸一

技術部長（工学部長）

中島健介
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技術部職員研修報告

・研修実施要項

・技術発表会プログラム・発表要旨
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２０２１年度⼭形⼤学⼯学部職員集合研修実施要項 

１．⽬的 
⼭形⼤学⼯学部技術職員の職にある者を対象として、その職務遂⾏に必要な基本 

的、⼀般的知識及び新たな専⾨的知識、技術等を習得させ、職員としての資質の向上 
を図ることを⽬的とする。 

２．主催 
⼭形⼤学⼯学部技術部企画室研修部会 

３．対象 
⼭形⼤学⼯学部技術職員 

４．研修期間 
２０２１年３⽉２⽇(⽔) 

５．研修会場 
⼭形⼤学⼯学部 11 号館未来ホール（Zoom 配信あり） 

６．研修内容 
技術発表会 
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                            山形大学工学部技術部 

         2021年度 

                        術発表会 
日時：2022年 3月 2日(水) 9時 50分〜12時 10分 

  会場：山形大学工学部  11号館未来ホール （Zoom配信あり） 

前半 後半 

9：50〜10：00 開会の挨拶、事務連絡

◎ 10：00〜11：00

１．「深層学習を HPに組み込む方法とそのシステム構成
の検討－車両ナンバー自動検出アプリの開発に向けて－」 

  鈴木裕幸（情報技術室） 

２．「深層学習を活用した高精度ナンバープレート検出法
の検討－車両ナンバー自動検出アプリの開発に向けてー」 

  佐藤伸一（計測技術室） 

３．「AIデザイン教育研究推進センターのディープラー
ニングシステムを利用した深層学習の実行法

  －車両ナンバー自動検出アプリの開発に向けてー」 
川口敏史（計測技術室） 

  ＜＜休憩 10分＞＞ 

◎ 11：10〜12：10

 ４．「SSL_VPNサービスの設計と新システムへの移行」 

  佐藤早徒（情報技術室） 

5．「新型コロナウイルス不活性化を目的とする  
UVCランプ強度分布計測」 

堺三洋（計測技術室） 

６．「薬品管理システム「IASO」の操作簡略化の検討」 
  佐藤翼（機器分析技術室） 

※デモ展示有

技
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深層学習を HP に組み込む⽅法とそのシステム構成の検討 
− ⾞両ナンバー⾃動検出アプリの開発に向けて −

⼭形⼤学⼯学部技術部 
情報技術室 鈴⽊裕幸 

1. はじめに
機械学習技術の向上により、眼鏡や洋服の仮

想的な試着、⼯場⽣産品の短時間での検査、⾳
声認識による⽂字起こしなど様々な分野で機械
学習技術が利⽤され始めている。その技術をホ
ームページ（HP）で利⽤できれば、特別な環
境を⽤意せず簡単に活⽤できる。しかし、現状
では HP に組み込む⽅法やシステム構成などの
情報は少なく、容易に実現できない。それらを
解決するため、⽶沢キャンパス内でも活⽤でき
る『駐⾞違反の⾞両確認』を題材に技術部の川
⼝敏史⽒、佐藤伸⼀⽒の協⼒の下、Web アプリ
ケーションの⾞両ナンバー⾃動検出アプリを開
発した。機械学習の中でも深層学習を⽤い、深
層学習を HP に組み込む⽅法とそのシステム構
成、開発アプリついて紹介する。
2. ⾞両ナンバー⾃動検出アプリ

今回開発した⾞両ナンバー⾃動検出アプリ
は、駐⾞する⾞が駐⾞違反か判別するものであ
る。事前に駐⾞許可した⾞両情報を登録してお
き、巡回中に駐⾞違反の疑いがある⾞両を撮影
することで駐⾞違反かその場で確認できる。本 

図 1 ⾞両ナンバーの⽂字認識の例 
アプリは HP 上で動作し、⾞両ナンバーによる
検索で判別するもので、以下の機能を持つ。
Ø 登録された⾞両ナンバーかを判別する機能

Ø 写真による判別

Ø ⼿動⼊⼒による判別
Ø ⾞両ナンバーの登録／⼀括登録機能
Ø ⾞両ナンバーの削除機能

 深層学習を利⽤する判別は「写真による判
別」であり、他の機能については割愛する。深
層学習を利⽤する判別の概要は以下の通りであ
る。 
① ⾞の画像から⾞本体／エンブレム／⾞両ナ

ンバーを⾃動的に判別
② ⾞両ナンバーの箇所から⽂字を認識
③ ⽂字の認識結果を表⽰（図 1）
④ 必要に応じて認識結果を修正し、登録され

た⾞両ナンバーを検索
⑤ 検索結果を表⽰し、登録されていなければ

その旨メッセージが表⽰される（図 2）
3. HPとシステム構成

深層学習を HP で活⽤する本アプリは図 3
のように構成される。HP の構築及び運⽤を容 

図 2 判定結果の例 
易にするため WordPressを⽤いる。WordPress
は、世界の４分の１を超える HP が採⽤するほ
ど圧倒的なシェアを持つコンテンツ管理システ
ムである。WordPressを⽤いることでプログラ
ミングスキルが無くとも HP の更新や記事の投
稿などが可能となる。サーバには Pythonの実
⾏環境を事前に構築する。本アプリを構成する
要素は以下の通りである。
Ø APACHE（Webサーバ）

−25 −

目次へ



Ø WordPress（HTML5, PHP）
Ø MySQL(WordPress 及びナンバープレート

データ保存)
Ø Python（深層学習のプログラム）

 各要素は図 4のように関連している。まず
Webサーバである APACHEによって HP が公
開される。HP は前述の通り WordPressで構築
し、適宜データベースであるMySQLと連携し
て HP のデータ保存が⾏われる。WordPressの
機能拡張はプラグインによって⾏うのが⼀般的
であるが、深層学習アルゴリズムを HP 上で運
⽤するために WordPressから深層学習の処理
を記載した⾃作プログラムを呼び出す⼯夫が必
要となる。 
4. HPに深層学習(Yolo)を組み込む⽅法

HP に深層学習（Yolo）を組み込む⽅法は、
1)WordPressが管理する PHP から深層学習の
処理を記載した Pythonプログラムを呼び出
し、2) その実⾏結果を HP 上に表⽰すること
で実現する。
1)の具体的な⽅法は、WordPressが管理する

図 3 必要な要素の全体図 
function.phpを編集し、Pythonプログラム

を呼び出すよう変更することである。
function.phpは任意の PHP プログラムを記載
できるファイルで、投稿するページから記載さ
れた任意のプログラムを呼び出すことができ
る。また function.phpには処理のまとまりであ
る関数ごと記載するルールがあるので、Python
プログラムを呼び出す関数を新たに加える。 
2)の深層学習を HP から利⽤する⽅法は、
function.phpに記載した Pythonプログラムを
呼び出す関数を『投稿するページに設定する』
ことである。そこで、WordPressで記事を記載
する際に「ショートコード」という項⽬を使
い、function.phpに設定した関数名を記述す

る。このようにすることで、Pythonプログラ
ムが実⾏された結果を投稿するページに表⽰す
ることができる。
5. まとめ

機械学習技術（Yolo）を容易に利⽤する仕組
みとして、HP に組み込む⽅法とそのシステム
構成を検討し、⾞両ナンバー⾃動検出アプリを
開発した。Webサーバで機械学習のプログラム
を実⾏できる環境が前提であるため、本⼿法を
活⽤する際には Webサーバで実⾏可能かを確
認する必要がある。今後は、HP を利⽤せずに
スマートフォンで利⽤する⽅法の検討や、動画
撮影による⾞両ナンバー認識など利便性の向上
を検討していきたい。

図 4 各要素の関連図 
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深層学習を活用した高精度ナンバープレート検出法の検討 

― 車両ナンバー自動検出アプリの開発に向けて ― 

山形大学工学部 技術部 計測技術室 佐藤伸一 

1. はじめに

山形大学構内の駐車違反車両の検出は、担当者

の目視確認によりデータの照合を行なっている。

しかしながら作業効率が悪く、業務の負担となっ

ている。そこで、スマートフォン等で撮影した車

の画像からナンバープレートの文字認識を行い、

登録済みデータとの照合を行う Webアプリの開発

を行なった。筆者は主に深層学習を用いた画像処

理の開発を担当したので、その技術を紹介する。 

2. 開発したプログラムの概要

開発したプログラムの核となる技術として

YOLOを使用している。YOLOは深層学習による高速

な物体検出の手法であり、リアルタイムでの検出

が可能である。図 1のように、撮影した画像から 

車両、エンブレム、ナンバープレートの 3クラス

の検出を行い、検出されたクラス画像毎に色判定、

メーカー判定、文字認識を行う流れである。

図 1. 作成した YOLOモデルによる検出結果 

3. YOLOモデルの作成と検出結果について

YOLOの詳しい理論については説明を省略し、こ

こでは自作モデルの作成について紹介する。作成

手順として、①データ収集、②収集したデータの

アノテーション、③モデルの学習の順で紹介する。

手順①では、Web 上のナンバープレートが確認で

きる車の画像を 900枚程度収集した。手順②では、

画像アノテーション用アプリケーションソフト

VOTT(Visual Object Tagging Tool)を使用し、指

定したクラスを四角の枠で囲みクラス分けを行っ

た。手順③では、80クラスを検出可能な既存モデ

ルに自作データを適合させることで転移学習を行

った。転移学習とは、学習済みのモデルに対して

再度新たなデータを用いて学習する方法である。 

 作成した検出モデルは、主観ではあるが 9割以

上の精度で 3クラスの検出が可能であった。 

4. ナンバープレートの文字認識について

検出したプレート画像の文字認識には、Google

の光学文字認識ライブラリ Tesseractを使用した。

誰でも無料で使用出来る反面、文字の判定はシビ

アであり、斜めに検出されたプレートの文字認識

はほぼ不可能であった。そこで、射影変換による

プレートの傾き補正を行い、地名・平仮名・数字

の 3つの領域に分割を行うことで認識精度の改善

を行った。その結果を図 2に示す。また、縦幅を

そろえ横方向に結合した結果を図 3 に示す。図 3

の認識結果は上下に 2つ表示しているが、上は補

正なしの認識結果、下が特殊文字を取り除くよう

にフィルタリングした認識結果である。平均的な

認識率としては 70~80%程度となり、漢字の認識率

は低い傾向が見られた。登録車両との文字の一致

率を比較する等、実用には工夫が必要である。 

図 2. 3つの領域に分割した場合の認識結果 

図 3. 横方向に結合した場合の認識結果 

目次へ
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5. pix2pixによるプレート領域の検出

開発したプログラムを Web アプリとして組み込

み実行した際、プレートと同系色の車両の場合傾

きの補正が失敗することが分かった。その原因と

しては、閾値処理による 2値画像への変換の際、

プレート領域と背景領域に十分な輝度値の差が得

られないことが原因であると考えた。そこで、閾

値を用いない手法として pix2pixによるプレート

領域の検出法を検討した。pix2pix は深層学習に

よる画像生成の技術であり、1 対 1 で対応したペ

ア画像であればその対応関係を学習し、画像の生

成を行うことができる。今回は検出したプレート

のグレースケール画像から、プレート領域のマス

ク画像の生成を行うことを目標とした。

6. pix2pixモデルの作成について

作成した pix2pixのモデルに関しては、一部パ

ラメータの変更があるものの、ほぼそのまま論文

のモデルを活用した。また、学習用データに関し

ては、①背景領域の透過画像の作成、②作成した

透過画像を背景画像に合成の 2つの手順で作成を

行った。手順①では、プレート以外の領域を透過

した PNG 画像を 400 枚程度作成した。PNG 画像は

RGBAの 4チャンネルを持ち、A チャンネルのみを

取り出すことでマスク画像を作成した。手順②で

は、作成した透過画像に対し回転を加えながら背

景画像と合成することで、入力画像(マスク画像

とのペア画像)の作成を行った。その際の背景画

像としては以下の 3パターンを用いた。 

1. Web 上で収集した背景画像(約 1000 枚)

2. 単色の背景画像(1677 万色からランダム生成)

3. プレートと同系色(最頻値を計算)の背景画像

2と 3についてはプログラム上で背景画像の生成

を行った。背景の比率としては、7:2:1 である。

最終的に学習用データを 8万枚(内テスト用 1万

枚)程度作成し、学習を行った。 

7. 学習済みモデルによるマスク画像の生成結果

学習済みモデルをテストデータに適用したとこ

ろ概ね良い結果が得られたが、YOLO 検出画像に

適用したところあまり良い結果は得られなかっ

た。学習用データは元となるデータを使い回して

いるため、プレートの特徴等を過学習している可

能性が考えられる。この対策としては、データ作

成の元となる透過画像や背景画像を増やしたり、

パラメータの調整である程度精度改善すると考え

られる。しかしながら、学習が不安定であること

と、データ収集の手間も考えた場合、他の方法も

検討する必要があるだろう。また、今回輝度値の

差を原因に挙げてきたが、大元の要因として解像

度の差が大きいと思われる。撮影した画像の解像

度が低ければ、検出すべき輪郭がつぶれてしまう

からである。一般的なスマートフォンの解像度

(800万~1200万画素)であれば、多くの場合にお

いて閾値による輪郭の検出は可能であると考えら

れる。今後はどの程度の輝度値の差が検出に影響

するのかをより詳細に調査していきたい。 

目次へ
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AIデザイン教育研究推進センターの 
ディープラーニングシステムを利用した深層学習の実行法 

-車両ナンバー自動検出アプリの開発に向けて-

山形大学工学部 技術部

 計測技術室 川口 敏史

1. はじめに
この発表では、主に山形大学のAIデザイン教
育研究推進センターに導入されているディープ

ラーニングシステムを利用した、深層学習の実行

法について紹介する。詳細な理屈の解説は控え、

筆者が実際に利用した際の報告を通して、大ま

かなシステムの全体像を紹介できたらと思う。

詳細な利用法は、筆者に直接相談する、ある

いはWebClassの「AIデザイン教育研究推進セ
ンター掲示板」に情報が公開されているので参

考にしていただきたい。

2. システムを利用するメリット
ディープラーニングシステムは高性能GPUサ
ーバを簡便に使用するためのシステムである。利

用することで、計算処理を自分のパソコン（PC）
で行うよりはるかに短い時間で実行できる。

深層学習は、大雑把に言えばある入力値に対

して使用者が望む出力値を返してくれるモデル

（関数のようなもの）を得るための手法である。た

だし、このモデルを得るためには、数百万、数千

万規模のパラメータが目的に適した値に調整さ

れる必要があり、そのために大量のデータと計算

時間が求められる。

職員が業務で使うような一般的なPCで学習を
実行した場合、学習が終了するまでに数日かか

ることも多い。さらに、実際には目的に最適な学

習条件は不明な場合が多いため、より良い学習

済みモデル取得のためにアルゴリズムの変更、

データセット（学習させるデータ）の追加や削減、

ハイパーパラメータ（実行前に設定する値）の調

整等をしながら試行を繰り返すことになる。その

ため、目的に適ったモデルを得るには非常に時

間がかかる。この時間を減らすための方法の一

つが、外部の高性能GPUサーバの利用である。

3. システムの概要、利用法
ディープラーニングシステムは、大きく分けて

「ジョブ管理サーバ（ JS ） 」と 「GPUサーバ
（GPUS）」の2つで構成される（図１）。利用者は
大学の認証アカウントを使ってJSにログインした
後、JS上でGPUの確保や計算の実行指示を

GPUSに対し行う。 

図1 システムの構成 

学習を行うには多くの場合、学習の計画書（ソ

ースファイル）、学習してほしい情報（データセッ

ト）、学習を実行する環境（コンテナ）の3つが必
要になる。環境は、計画書を実行するのに必要

な道具が入った道具箱や、その道具を扱うため

の作業台が整えられた空間をイメージすると良い。

これらを自分のPCからJSに持ち込み配置すれ

ば、ディープラーニングシステムで深層学習を実

行する準備が整う。

4. コンテナとは

コンテナは外部と干渉せず、内部の環境のみ

で動作しているように振舞う仮想的空間である。

基本的に1つのPCは1つの空間しか持たない

が、そこに独立した小空間（コンテナ）を複数個

作り、各小空間内にそれぞれの目的に合った環

境を用意するようなイメージだ(図2)。 
近年は他者が作成したソースファイルを入手し

やすくなり、他の環境で作られたソースファイルを

自分のPCで試行したい、という場面が増えてい

る。また、今回のディープラーニングシステムのよ

うに、自分のPCで作ったソースファイルを他の環

境で実行したい、という場面もある。

このように様々な環境で作られたソースファイ

ルを、ある1つの空間で動かそうとした場合、1つ
の空間に沢山の道具箱や作業台を用意すること

になる。しかし、そうしてしまうと道具箱や作業台

同士が干渉してうまく動作しなくなることが多い。

このような状況で役立つのがコンテナである。

コンテナを作り、独立した空間を複数用意するこ

とにより、ファイルaの実行はコンテナ1内で行う、

ファイルbの実行はコンテナ2内で行う、といった
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ことができるようになる。

ディープラーニングシステムのような自分のPC
以外の空間を利用するときも、自分のPCでファイ

ルが実行できていたコンテナを対象の空間に持

ち込むことによって、ファイルが安定して実行でき

る環境を簡単に用意できる。また、この方法なら

外部のシステムの環境を壊してしまうリスクも軽減

できる。

コンテナを作成する方法はいくつかあるが、デ

ィープラーニングシステムを利用する場合は主に

Singularityという方法を用いる。 

図2 コンテナの役割のイメージ図 

5．Singularityの使用法 
5.1,2の詳細はWebClassの「AIデザイン教育
研究推進センター掲示板」に記載予定である。

5.1 環境の準備 
Singularityを使ってコンテナを編集するため

には、root権限のあるLinux環境を用意する必

要がある 。今 回は 「 VMware Workstation 
Player」というアプリケーションを使い、Windows
マシン内に仮想的にLinuxマシンを作成し、その

マシンにsingularityをインストールした。

5.2 コンテナの編集 
Docker Hub等のサイトには様々なコンテナが

用意されており、自分が使いたい環境に比較的

近いコンテナをダウンロードし、追加で編集して

最適な環境にする、という使い方ができる。

Singularityの場合、 root 権 限があれば

sandboxというオプションが使用でき、編集可能

な形式のコンテナをビルドできる。

6. 使用例

pix2pixと呼ばれる、画像を別の画像に変換し

てくれるモデルを用いた学習を、システムを利用

して試行した。

pix2pixを選んだのは、技術職員の佐藤伸一

さん、鈴木裕幸さんと作成中の車両ナンバー自

動検出アプリにこのモデルを組み込む可能性が

あるためである。実行するソースファイルは佐藤

伸一さんから提供していただいた。

コンテナは、処理の中心となるtensorflowと
GPUで処理を行うための環境がすでに整えられ

たコンテナをビルドし、それをベースとしてライブ

ラリをいくつか追加することで作成した。

学習条件を dataset 60000, batchsize 32,
epoch3000 として実行したところ、計算が終わる

まで約5時間という結果であった。ノートPC
（CPU）で実行した場合に比べ約40倍早く計算

が終了しており、大幅な時間の短縮になることが

確認できた。システムのGPUは最大8個まで同

時に使用することができ、複数のGPUを並行し

て運用することで処理をさらに高速に行うこともで

きる。今後はその実行方法を調査していく予定で

ある。また、ある程度の期間で計算できることが解

ったので、今後は学習条件の検討や学習済みモ

デルの性能評価も行っていきたい。

−30 −

目次へ



SSL-VPN サービスの設計と新システムへの移⾏ 

山形大学工学部技術部

情報技術室 佐藤早徒

1. SSL-VPN サービスの設計

1.1 背景

現行 SSL-VPN サービスの老朽化に伴い, 

2021 年 11 月 1 日より自宅や出張先などの学

外から学内ネットワークに接続できる SSL-

VPN 接続サービスを新システムに更新した. 

2022 年 2 月 1 日より，SSL-VPN 接続サー

ビスの本運用を開始した．

1.2 はじめに 

SSL-VPN とは，暗号化に SSL 技術を使用

したリモートアクセス VPN のことだ．リモ

ートアクセス VPN には IPsec によるリモー

トアクセス VPN と，SSL によるリモートア

クセス VPN の大きく 2 つがある．

IPsec によるリモートアクセス VPN の場

合，クライアント PC に必ず VPN Client の

ソフトウェアをインストールする必要がある

のに対して，SSL によるリモートアクセス

VPN の場合は Web ブラウザさえあれば通信

可能である．

本学の VPN システムは，SSL-VPN を利用

している．

1.3 基本設計 

本学の SSL-VPN システムは FortiGate に

搭載された VPN システムを利用して構築し

ている．これは旧 VPN システムとは異なる

機器を用いていることから従来とは違う構成

を検討する必要があった．また，既存の

FortiGate を用いることで学術情報基盤セン

ターが管理するサーバーを増やすことなく従

来通りのサービスの実現を目指している．

SSL-VPN システムの構成イメージは図 1．

のとおりである．

図 1．VPN 構成イメージ 

1.4 設計ポリシー 

 本学の一部の学内ページや研究室所有のサ

ーバーなどは学内からのみアクセスを許可さ

れる．VPN システムにアクセスすることで学

内の IP アドレスが付与される．IP アドレス

が付与されたのち本学の基幹スイッチをデフ

ォルトルーターとして FortiGate からルート

を設定している．同様に，基幹スイッチから

FortiGate にもルートを設定し通信が可能と

なっている．また，一部の工学部の外にある

学内ページのために，例外としてルートを設

定し通信を許可している．

1.5 今後の取り組み 

テレワーク需要の増加に伴い，VPN の利

用も増加している．情報漏洩やマルウェア感

染など，オフィス環境では対策できていた問

題もテレワークにおいては状況が大きく変化

する．これらに対して，本学にあった VPN

の構成を検討し，教育活動の安全性を守るこ

とが求められる．
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2. SSL-VPN サービスの利用方法

2.1 はじめに

本学で SSL-VPN サービスを利用するには，

利用申請が必要になる．WEB 申請もしくは

山形大学 SSL-VPN 接続利用同意書と山形大

学 SSL-VPN 接続利用申請書をダウンロード

して，学術情報基盤センターに提出する．

申請書は下記 URL から入手可能である． 

https://***.yz.yamagata-u.ac.jp/***/ 
(一部伏せています。) 

また，現行の SSL-VPN サービスに登録済

みのユーザはそのまま新システムを利用する

ために新しく申請を行う必要はない．

2.2 登録要項 

1) OS に常に最新のパッチを充てること

2) ウイルスセキュリティソフトをインスト

ールしてあること

3) ウイルスセキュリティセキュリティソフ

トが最新であること

4) ファイル交換ソフト（Winny，eDonkey

など）がインストールされていないこと

5) 不正なソフトウェアまたはマイニングソ

フトが入っていないこと

2.3 SSL-VPN の使い方 

【WEB アクセスの場合】 

1) https://***.yz.yamagata-u.ac.jp
(一部伏せています。)

上記の URL にアクセスする．

2) ユーザ ID とパスワードでログインする

3) 「クイック接続」から必要なサービスに

アクセスする

4) ログアウトして終了する

【FortiClient VPN の場合】 

1) https://www.fortinet.com/support/prod
uct-downloads
上記の URL から「FortiClient VPN」を

インストールする

2) インストーラーを実行し, ソフトウェア

をインストールする

3) VPN 接続設定を行い, VPN を開始する

設定は次のとおりである

VPN接続の新規追加
接続名：任意の名称

リモコン GW：***.yz.yamagata-u.ac.jp
☑ポートの編集：***
☑Enable Dual-stack IPv4/IPv6 address
(一部伏せています。)

2.4 終わりに 

VPN の利用には，その利用方法によって社

会に対して問題を起こす可能性があり，また

社会的な影響力も大きいものがある．個々人

が適用される法令とともに，本学における規

則，情報モラルを遵守した適切な運用に努め

る必要がある．

2.5 遵守規定 

〇山形大学情報・通信ネットワーク管理運用

に関する規則

「第９条（利用の範囲） YUnet は，教育，

研究及びそれらを支援する業務並びに事務用

以外の目的で利用してはならない」

「第１１条（利用者の責任） 設置責任者及

びネットワーク機器の利用者は，YUnet の円

滑な運用を妨げないよう，良識をもって利用

しなければならない」
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【背景】

2022 年 1 月現在、新型コロナウイルス変異株

オミクロンの感染拡大が続き感染防止対策が急

務である。理化学研究所、日大、東大グルー

プは、UVC（深紫外線）照射がウイルス

RNA を損傷させることで不活性化するため

新たな変異株に効果があると報告している

[1]。表 1 は UVC を用いた新型コロナウイルス

不活性化概要を示したものである。

表１ UVC を照射した際の新型コロナウイルス 
   不活性化概要まとめ

【理化学研究所】【日大】【東大】

波長 253.7nm 
照射強度 500µW/cm2：照射時間 30 秒 
ウイルス力価減少量 99.99%
文献：Chen et.al Scientific Report
10.1038/s41598-021-93231-7[1]
【シグニファイ】【ボストン大】

波長 UV-C 記載のみ 
1)照射強度 ５ｍJ/cm2：照射時間 6 秒

ウイルス力価減少量 99%
2)照射強度 22mJ/cm2：照射時間 25 秒

ウイルス力価減少量 99.9999%
引用：2020 年 6 月 ｼｸﾞﾆﾌｧｲﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ[2] 
【藤田医科大】

波長 254nm 
照射強度 不明 ：照射時間 10 秒 
ウイルス力価減少量 99.99%
引用：2020 年 9 月藤田医科大ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ[3]

表１で示した各研究機関における UVC とは波

長から推測すると一般的な殺菌ランプを用いて

いると考えられる。これらの市販 UVC ランプは、

今のところ許可申請不要で購入することができる

ので工学的な知識があれば取扱は可能である。

一方で筆者は、市販殺菌ランプ（波長 254nm：

以下 UVC ランプと記す）を用いた際の 2 次元

的なランプ強度分布データ取得と公開が必要で

あると考えた。UVC の問題点として人体に有害

であるため直視や長時間浴びることは白内障や

皮膚がん発生の危険性が潜んでいる。（表 2） 

 

 
表 2  UVC(254nm)の長短所比較 
【長所】

1)ウイルス不活性化

  に効果がある

2)変異株に対応可

3)入手しやすい

4)自作可能

5)安価

【短所】

1)人体に有害

2)専門知識が必要

3)照射範囲が狭い

4)被照射物の

  紫外線劣化

【実験方法】

市販直管型 UVC ランプ（波長 254nm） 
４W,10W,20W の 3 種類を準備した。紫外線強

度計は、デジタルインスツルメンツ（型式 YK-
37UVSD）およびセンサヘッドはフォトダイオー

ドセンサ（UVC 用：波長範囲 248～260nm）を

用いた。測定範囲は殺菌ランプ中心から X 方

向 0～150cm、Y 方向 0～200cm、10cm 間隔

で UVC 強度分布データを得た。 

【実験結果】

表 3  UVC 照射範囲とランプ中心強度 
４W：ランプ中心 UVC 強度：3.1mW/cm2 

照射範囲 X 方向 0～40cm 
 Y 方向 0～80cm 

10W：ランプ中心 UVC 強度：5.8mW/cm2 
X 方向 0～60cm 
Y 方向 0～150cm 

20W：ランプ中心 UVC 強度：5.3mW/cm2 
X 方向 0～150cm 
Y 方向 0～200cm（200cm 以上） 

出力 20W は前方 2m の距離まで UVC が届

いていることがわかった。（表 3） 
図 2 は出力 20W のワット値から時間積分で

ジュールに換算したものである。

計算式は、ジュール＝ワット×時間（秒）

である。時間の範囲は 1～100 秒とした。 

新型コロナウイルス不活性化を目的とする UVC ランプ強度分布計測 

山形大学工学部 技術部 計測技術室 堺 三洋 

    堺 三洋
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理化学研究所グループの強度閾値[1]は 0.5ｍ

W/cm2である。出力 4W はランプ中心から 5cm
の範囲、10W は XY 共に 20cm 以内、 
20W は XY 共に 20cm 以内で閾値を満たすこ

とがわかった。時間積分値換算（30 秒を加味す

る）では、15mJ/cm2以上が閾値になる。図 2 の

出力 20W の条件で 100 秒照射すれば Y 方向

60cm，X 方向 30cm の範囲で閾値を満たすこ

とがわかった。

【まとめ】

市販 UVC ランプ 4W,10W,20W の 3 種類の強

度分布を調査した結果、理化学研究所グルー

プのウイルス不活性化閾値[1]を超えるのはラン

プ中心および実験結果に記載した範囲であるこ

とが分かった。しかしながらランプ取扱には十分

な注意が必要である。

 

図 1 UVC 強度分布 （出力 4W,10W,20W）単位（mW/cm2) 

図 2 出力 20W の時間積分計算結果（単位 mJ/cm2） 
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【Background】 The spread of a COVID-19  

mutant, Omicron, continues, and measures to 

prevent infection are urgently needed.  The 

RIKEN, Nihon University, and  University of 

Tokyo groups have reported that UVC (deep-

ultraviolet) irradiation is effective against new 

mutant strains because it inactivates viral RNA 

by damaging it [1].  Table1 shows an 

overview of the inactivation of COVID-19 

using UVC. 

Table1 Summary of COVID-19 

inactivation using UVC 

[RIKEN]  [Nihon University] 
[ University of Tokyo] 
Wavelength 253.7nm 
Irradiation intensity 500 μW/cm2  
Irradiation time 30 sec 
Virus reduction 99.99% 
Ref：Chen et.al.  Scientific Report 

10.1038/s41598-021-93231-7[1] 
[Signify]  [Boston University] 
Wavelength UV-C (Only description) 
1) Irradiation intensity 5 mJ/cm2

Irradiation time 6 sec.
Virus reduction 99%

2) Irradiation intensity 22mJ/cm2

Irradiation time 25sec.
Virus reduction 99.9999%

Ref: June 2020 Signify press release[2]. 
［Fujita Medical University] 
Wavelength 254nm 
Irradiation intensity unknown  
Irradiation time 10 sec 
Virus  reduction 99.99% 
Ref: Press release of Fujita Medical

University, September 2020[3]. 
The UVC in each research institute shown in 

Table 1 is considered to be a general germicidal 

lamp based on its wavelength.  These 

commercially available UVC lamps can be 

purchased without the need to apply for a 

permit at present, so it is possible to handle 

them if you have engineering knowledge.  

The problem with UVC is that it is harmful to  

 

the human body, and direct viewing or 

prolonged exposure to it can cause cataracts 

and skin cancer. 

Table2  Merit and Demerit of UVC 

【merit】 
1)Virus inactivation
2)Compatible with

mutant strains 
3) Easy to obtain
4) Self-made
5) Low cost

【demerit】 
1)Harmful to body
2)Specialized

knowledge 
3) Narrow irradiation

 range 
4) UV degradation

【Experiment】 Three types of commercially 

available straight tube UVC lamps 

(wavelength: 254 nm), 4 W, 10 W, and 20 W, 

were prepared.  The UV intensity meter was 

Digital Instruments (model YK-37UVSD) and 

the sensor head was a photodiode sensor (for 

UVC: wavelength range 248-260nm).  The 

measurement range was 0-150 cm in the X 

direction and 0-200 cm in the Y direction from 

the center of the germicidal lamp, and the UVC 

intensity distribution data was obtained at 10 

cm intervals. 

【Result and Discussion】It was found that 

the 20W output power delivered UVC to a 

distance of 200cm in front.   Figure 2 shows 

the conversion from watt value of 20W output 

to joule by time integration.  The formula is 

 Joule = Watt × Time (sec)  (1) 

 The time range was set to 1 to 100 seconds. 

The intensity threshold [1] of the RIKEN group 

is 0.5 mW/cm2.  The threshold was found to 

be satisfied within 5 cm from the center of the 

lamp for an output of 4 W, within 20 cm for 

both XY for 10 W, and within 20 cm for XY for 

20 W.  In terms of time-integrated values 

(taking 30 seconds into account), the threshold 

is 15 mJ/cm2 or more. 

Fig. 2, it was found that the threshold was 

Measurement of UVC lamp intensity distribution for 

inactivation of COVID-19 MITSUHIRO SAKAI1 
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Fig. 1  UVC intensity distribution （output 4W,10W,20W） （mW/cm2) 

satisfied within 60cm in the Y direction and 

30cm in the X direction when irradiated for 100 

seconds. 

Table3 UVC irradiation range 

and lamp center intensity 

4W: Center UVC intensity 3.1mW/cm2 
      X direction   0~40cm 
      Y direction   0~80cm 

10W：Center UVC intensity 5.8mW/cm2 
X direction 0～60cm 
Y direction 0～150cm 

20W：Center UVC intensity5.3mW/cm2 
X direction 0～150cm 
Y direction 0～200cm 

【Conclusion】As a result of investigating the 

intensity distribution of three types of 

commercial UVC lamps (4W, 10W, and 20W), 

it was found that the virus inactivation 

threshold of the RIKEN group [1] was 

exceeded within the range described in the 

lamp center and experimental results.  

However, great care should be taken in lamp 

handling. 

1Measurement Technology Office, Engineering 

Department, Yamagata University 

 

Fig. 2  Time integration calculation results for 20W output ( mJ/cm2) 
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薬品管理システム「IASO」の操作簡略化の検討 

山形大学工学部技術部  

機器分析技術室 佐藤翼 

●はじめに

薬品管理システム IASO R7(東北緑化環境保

全㈱)が工学部に導入された。事業場内の薬品

の所在や、薬品使用履歴の記録、SDSの共有

等ができるシステムである。薬品管理の電子

化には非常に有用だ。ただし、紙ベースでの

管理に比べ、薬品を扱う者（以下、作業者と

示す）の負担が増える恐れがある。そこで、

負担軽減のために IASO操作の簡略化を検討し

た。開発した仕組みの概要や、工夫点を本稿

に記す。筆者はプログラミング初学者である

故、システム、プログラムが最良でない箇所

もあろうが、容赦頂きたい。 

●IASOについて

PC のブラウザで操作を行う web アプリだ

(図 2)。操作の名称と、具体的な操作を表 1に

示す。IASOでは、2種類のバーコードを用いる。 

IASO バーコード：薬品を容器ごとに識別する

ために貼付する、CODE39形式のバーコード。 

薬品ラベルバーコード：薬品容器のラベルにあ

る、JANコードや CODE39形式等のバーコード。 

IASO を作業者として使用した感想を以下に

示す。 

① 操作がやや煩雑。表 1の各具体操作は、ワ

ンクリックでは済まず、数回のクリック、キー

ボード入力、画面遷移の繰り返しが必要である。 

② 操作用機材がかさばる。PC とバーコード

スキャナが必要だし、マウス、キーボードの類

も必要だ。スマホのブラウザでは、画面が見切

れて、一部の操作ができない場合がある。 

③ 購入時の契約により、同時アクセス数の制

限があり、ログインできない場合がある。 

上記を課題と捉え、【バーコード表示式電子

天秤の開発】と【iOS 端末による IASO 操作シ

ステムの開発】により改善を図った。

薬品登録 空ビン登録
保管場所

変更登録
持出登録 返却登録

在庫薬品

一覧取得

薬品取得時

空になった

薬品容器を

破棄時

薬品登録後

に保管場所

を変更時

薬品使用前 薬品使用後
希望時に

可能

ログイン・ログアウト ● ● ● ● ● ●

IASOバーコード貼付 ●

IASOバーコード読取 ● ● ● ● ●

薬品ラベル

バーコード読取
●

保管場所選択 ● ●

残量入力（見掛け） ●

重さ入力（実　測） ● ●

使用目的選択 ●

薬品一覧の種類選択 ●

具体的 

な操作 

操作の名称と 

タイミング

表 1 IASO 操作の種類 
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●バーコード表示式電子天秤の開発

・開発の趣旨

持出登録・返却登録時の薬品重さの入力は、

キーボードによる手動入力の他に、PC 接続型

電子天秤による自動入力が可能となっている。

実際には、電子天秤導入の手間などのために敬

遠され、キーボード入力が主流だ。しかし、打

ち込み操作が必要なこと、打ち間違いが生じ得

ることが欠点である。 

先述の課題・上記の欠点は、バーコード表示

式電子天秤により補完できる。IASO バーコー

ドスキャンに続けて、スキャン操作すれば良く、

もちろん正確に入力できる。さらに、各種選択

肢等のバーコード化と、後述の WEBブラウザ自

動操作技術により、マウス・キーボードなしで

の運用も可能である(図 3)。 

・装置の概略

1 g 単位の測定には、最大荷重 5kg 程度まで

のキッチンスケールが適用できる。その他の主

な部材は次の通り。ロードセル用 AD コンバー

タ(HX711 搭載)、ESP32 マイコン、TFT 液晶デ

ィスプレイ(ILI9341搭載)。電線やケース等も

含め材料費は 5000～10000 円である。キッチン

スケールに内蔵されたロードセルをコンバー

タに接続し、抵抗値をデジタル信号に変換して

出力する。マイコンが信号を受信し、重量換算、

バーコード生成してディスプレイへ出力する。 

上記部材で、IASO バーコードと同じ CODE39

形式のバーコードを表示する電子天秤を作製

したが、QR コードを表示する機種も作製でき

た。こちらは、OLEDディスプレイ（SSD1306 搭

載、0.96インチ）、Arduino nanoを先の部材に

代用して作製した。やや安上がりになる。 

なお、コンバータ、マイコン、ディスプレイ

は、通信信号電圧に留意し、選定すべきである。 

ケースは付属しないが、ロードセル配線の切

断、はんだ付け、ケース加工等が不要となる

DIY 用ロードセルキットも 1600 円程度で市販

されている(図 1)。都合に合わせて選ぶと良い。 

・装置のプログラム

プログラミングには Arduino IDE を用いた。

GitHub で公開されている Adafruit ILI9341 用

Code39 Barcode 表示プログラムを流用した。

プログラムは"SPI.h"、"Adafruit_ILI9341.h"、

"HX711.h"を使用する。 

後述の WEB ブラウザ自動操作技術との連携

用に、重量値だと明示すべく、測定値の後に文

字列「GRAM」を追加してバーコード表示しよう

とした。所望の動作のためには、sprintf 関数

による、文字列の再フォーマットが必要だった。 

#include "stdio.h" 

long reading; 

reading = scale.read();   

reading = (long)(reading-b)/c; 

char text[20]; 

sprintf(text, "%ldGRAM", reading); 

「text」がバーコード表示する式へ渡す変数。

「b」「c」は、重さ換算用 float 型定数である。 

図 1 バーコード表示する自作電子天秤 
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●iOS 端末での IASO 操作システムの開発

iPhone、iPod touch、iPadに適用できる。以

降、iPhone と示す。「iPhone ワンタップで、

在庫薬品一覧をメール添付して発行する仕組

み」「iPhone の操作で、IASO の各種登録操作

する仕組み」を開発した。各々紹介する。 

･システム概略 在庫薬品一覧のメール添付発行 

標準的には、約 10工程の操作で、在庫薬品

一覧ファイルを IASO から入手できる。開発し

たシステムを用いれば、たった 1工程で、さら

に PC なしで在庫一覧を取得可能だ。IASO のロ

グイン時間も短縮できるので、同時ログイン数

低減も期待できる。 

“ブラウザを自動化した PC を作業者が操作

する”仕組み(図 3)を当初開発したが、機材

準備が煩雑で、学内で共有しづらかった。そ

こで、ブラウザ自動化した PC を http サーバ

とし、iPhone からのリクエストを受けて、サ

ーバが IASO 操作する仕組みを開発した(図

5)。サーバは恐らく、1台をキャンパス内で

共用でき、iPhone の操作のみで導入可能のた

め、比較的簡単に導入できる。 

サーバとする PC には Apache、Python3.9、

Selenium(3.141.0)、Google Chrome、Chrome 

Driverを、iPhone には Apple純正自動化アプ

リ ショートカットをインストールした。

ショートカットアプリで httpリクエスト

後、30～60 秒でメールが送信さ

れる。ホーム画面にプログラムを

設置することで、iPhone ロック

解除、アイコンタップのみで実行

できる。便利のために、ソート列

(3列)を指定可能とした。サーバ

が 3列で順にソートする。 

サーバでは、httpリクエスト

を受けると、Apache が Pythonプ

ログラムを実行する。Pythonプ

図 6 ショートカット 

による httpリクエスト 

図 2 標準的な IASO操作のフロー 

図 3 開発した IASO操作(バーコードスキャナで操作)のフロー 

図 4 開発した IASO操作(iPhone で操作)のフロー 

図 5 開発した IASO在庫リスト取得操作のフロー 
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ログラムが、httpリクエスト内容を取得し、

各ソフトを連携させてブラウザ自動操作、取

得 CSVのソート、メール送信を行う。Apache

は httpd.conf ファイルへの追記により、

Pythonプログラムを CGI スクリプトのように

実行可能にしておく。 

･プログラム 在庫薬品一覧のメール添付発行 

ショートカットアプリのアクション「URL

の内容を取得」で httpリクエストできる。リ

クエスト先 URLや、リクエスト内容(質問と回

答)等を入力する。問答内容は最低限、IASO

ログイン情報(Group Id、password)、メール

アドレス(図 6)。任意でソート列が必要だ。

ショートカットアプリは、httpリクエスト

先プログラム終了まで待機する。待機時間を

短くするため、httpリクエスト先 Python フ

ァイル(親プログラム)の実行時間を短縮し

た。具体的には、時間を要する IASO 操作、メ

ール送信を別の Python ファイル（子プログラ

ム）とし、親プログラムに実行させた。その

後、親プログラムは先に終了する。 

しかし、親プログラムから時間がかかる処

理を除去しても、iPhone が待機してしまっ

た。Selenium webdriverは、起動時にコンソ

ールが開く仕様だが、次の記述で実行する

と、コンソール無しで実行された。同時に、

iPhone が待機しなくなった。 

subprocess.Popen([‘python.exe', 

‘coProgram.py', GroupId, pw, to_email, 

firstSort, secondSort, thirdSort], 

shell=False, creationflags=0x08000000) 

解決した理由は不明だが、webdriverのコン

ソールが開かないことで、stdout,stderrの

継承に影響があり、好転したのかと推測し

た。 

･システム概略 iPhone での IASO 各種登録操作 

表 1の各種登録操作を可能とした。先のメ

ール配信と仕組みはほぼ同様だ。ショートカ

ットの機能で、IASO バーコードを読み取った

り、提示した選択肢をタップしたりして、必

要事項を集め、iPhone からサーバへ httpリ

クエストとして送信する(図 4)。サーバが、

ブラウザで IASO 操作し、完了後に操作結果を

iPhoneへレスポンスする。バーコードスキャ

ン可能な純正自動化アプリがあることが、

iPhone を選んだ理由だ。工夫した点を列挙す

る。 

各保管場所をサーバに保存して、IASOへの

アクセスを省き、操作性向上に配慮した。

返却登録時に利用できるメモ欄に、作業者

名や、薬品の重量を自動記録可能にした。 

見掛残量は、重量等の数値入力ではなく、1、

3、5、7、9割、未開封から選択式とした。新品

時の量を元に、自動入力されるようにした。 

薬品登録時、薬品ラベルバーコードがない時

は、薬品名の検索、選択が本来必要だ。本シス

テムでは、以前に同薬品に貼付した IASO バー

コードのスキャンにより、薬品特定する。

音声入力機能等の活用により、iPhone に手

を触れずに、持出、返却登録できるプログラ

ムも作製した。iPhone をスタンドに固定し、

iPhone 用 USB機器接続アダプタ(社外品は約

¥1500)、を用いて、USB フットスイッチ(約

¥1500)を接続する。アクセシビリティのスイ

ッチコントロール機能でカスタムジェスチャ

として、聞き取り終了ボタンのタップに使

う。機材購入費を安くできないかと、100 円

ショップの 2製品を iPhone SE(iOS14)に接続

して動作確認した。イヤホンプラグ式有線リ

モートシャッター、Bluetoothリモートシャ

ッターいずれも適用不可だった。 

−40 −

目次へ



･プログラム iPhone での IASO 各種登録操作 

先の在庫一覧のメール添付発行とプログラ

ムも同様だが、特に iPhone側の処理がやや複

雑化する。ショートカットアプリは、ビジュア

ル言語なので、複雑なプログラムは扱いづらい。

今回は、なるべくサーバ側で処理し、iPhone の

プログラムは 100 個余りのアクションで構成

した。 

･注意点 

サーバでは、プログラミング次第で、受信し

た情報を覗き見できる。厳重な管理が必要だ。 

自動化したブラウザは、手動操作よりも超高

頻度でリクエストが可能である。サーバをダウ

ンさせる恐れがあるので、特に共用サーバ、他

人のサーバへのリクエスト時は、要注意である。 

Apple のアプリ更新で、自由度向上が望める

が、廃止・有償化の心配もある。祈るのみだ。 

●おわりに

以上により、はじめに述べた課題について、

改善を図ることができた。 

別途、IASO 操作に便利なバーコードスキャ

ナの市場調査も検討した。しかし現在では、開

発したシステムにより、バーコードスキャン、

文字入力、音声入力、HTTP リクエストが可能で

ある点から、iPhone が最適な機材と考える。さ

らに、作業者の多くは iPhone 等の端末を所持

していると思うので、機材コストの削減も可能

だ。今後は、Android 端末でも操作可能とすべ

く、スマホブラウザでバーコードスキャン、リ

クエストする仕組みを開発する予定だ。

IASO に限らず、出退勤管理や講義サポート

システムなど、様々な web アプリが導入されて

きている。ときに不満を感じる場合もあろうが、

ブラウザの自動化などによる改善をおすすめ

したい。 

●謝辞

技術部機器分析技術室 伊藤雄太殿には、プ

ログラミングをご指導頂いた。同技術室 佐々

木貴史殿には、プログラムの試用にご協力頂

いた。ここに謝意を表する。本検討の一部

は、技術部特別研修として採択され、助成を

受けたものである。 
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技術職員研修報告
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様式２

個別研修 (FJT)報告書

承認番号 提出年月日 2022 年 3 月 7 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）

情報技術室

（内線）3 2 9 3 

氏  名 鈴木 裕幸

研 修 名 令和３年度東北地区国立大学法人等技術職員研修

研 修 期 間 2021 年 9 月 14 日 ～ 2021 年 9 月 15 日 

会 場 オンライン

研修成果の概要

Google のサービスである Google フォームや、Google スプレッドシー

トなどと連携できる Google Apps Script(GAS)を使ったアプリケーシ

ョン作成の基礎を学んだ。GAS を利用することで、以下のような複雑

な処理を行わせることができ、工夫次第で様々な業務効率化を実現で

きる。

l Google フォームで入力された内容によって問い合わせ先を変更

l Google フォームに入力された内容を Google スプレッドシートに

記載し、保存ができる

l Google フォームに入力された値を Google スプレッドシートに記

載し、その記載された内容を自動的に判定する

もし記載に内容に誤りがあれば、メール送信することも可能

l Google スプレッドシートに記載された情報を Google ドキュメン

トに記載し、簡易的な許可証を作成できる

ミニテストのような簡易的なテストであれば、Google フォーム及びス

プレッドシートを利用して自動採点し、その結果を学生に自動返信し

ている大学もあった。オンラインでの開催であったが、事前準備が素

晴らしく、本研修は非常に有意義であったと考えている。
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個別研修（FJT）報告書 
承認番号 提出年月日 2021 年 12 月 8 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）

計測技術室

(佐藤学研究室) （内線）３３７８

氏  名 増田 純平

研 修 名 令和 3 年度東北地区国立大学法人等技術職員研修 

研 修 期 間 2021 年 9 月 14 日 ， 2021 年 12 月 6 日 

会 場 オンライン開催 (Zoom を利用)

研修成果の概要

1 日目の講演は 2 件行われ，1 件目は国立天文台 本間希樹教授の「人

類が初めて見たブラックホールの姿」であり，国立天文台の紹介・業

務，ブラックホールの撮影までの過程が報告された。2 件目は岩手大学 

成田晋也教授の「国際リニアコライダー計画の概要」であり，宇宙誕

生の解明のための加速器開発の計画と，リニアコライダーの原理，開

発までの過程，完成に向けての計画について説明された。

2 日目の技術研修は，岩手大学 千葉寿技術専門職員らの「デジタル

サイネージと警報情報を連携するシステムの構築」に参加した。研修

では制御に用いる基盤のはんだ付けと，作成した基盤と制御装置を連

携させ，MCUXpresso と呼ばれるソフト開発を行うソフトウェアを用

いて，LED の点灯制御する試験を行った。また研修の最中には，岩手

大学でのサイネージを利用した技術開発が 2 つ報告された。1 つは

Alexa と他警報装置とを連携させ，非常時に Alexa が警報してくれる

システムの開発，もう 1 つは制御装置と災害ラジオを連携し，J アラー

ト等の発生時にテレビを遠隔操作で点灯し，災害を告知する技術開発

であった。何れも災害の拡大を防ぐ手段として，非常に興味の深い内

容だった。今回得た知識を今後の技術部の活動に役立てていきたい。
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様式２

個別研修 (FJT)報告書

承認番号 提出年月日 2021 年 9 月 16 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）

計測技術室

（内線）3491 

氏  名 佐藤伸一

研 修 名 令和 3 年度東北地区国立大学法人等技術職員研修 

研 修 期 間 2021 年 9 月 14 日 ～ 2021 年 9 月 15 日 

会 場 オンライン

研修成果の概要

昨年に引き続きオンライン形式で 2 日間の研修を行い、初日は 2 件の

特別講演、2 日目は技術研修という日程であった。1 日目の講演では

ILC(素粒子の衝突実験を行う直線型加速器)の話が印象に残った。国際

的にも重要な研究施設が東北の地で設立を検討中であり、また ILC が

地域や医療、工学、エネルギー分野の発展と可能性が多岐に渡ることを

講演していただいた。2 日目は GoogleAppsScript を用いた業務効率化

の研修を行った。G-Form や G-SpreadSheet の自動集計やメールへの

転送など、一人で行うには非効率な仕事を Script 1 つを作成するだけ

で自動化できるということで、今後の業務の改善に役立つものであっ

た。個人的な感想としては、プログラミングを学んだことがない受講者

には少々敷居が高めであり、Zoom や配布資料、他のアプリを複数表示

しながら作業を行うのはノート PC1 台の自分の環境では少々大変であ

った。また研修をオンラインで行うにあたり、主催者側の運営の仕方も

参考になった。メインの方 1 名とサブの方が待機しており、講習者が

画面共有した際のエラーへの対処や質問への回答など、素早く丁寧な

対応が印象的であった。2 日間充実した研修となった。 
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様式２

個別研修 (FJT)報告書

承認番号 なし 提出年月日 2022 年 3 月 3 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）

情報技術室

（内線）３３３９

氏  名 高橋 尚矢

研 修 名 令和３年度東北地区国立大学法人等技術職員研修

研 修 期 間 2021 年 9 月 14 日 ， 2021 年 12 月 6 日 

会 場 オンライン

研修成果の概要

 新型コロナウイルスの影響により岩手大学主催の本研修は昨年に引

き続きオンライン開催となった。また口頭・ポスター発表も今年度は

無く、講演と技術研修のみの開催だった。

研修初日は「人類が初めて見たブラックホールの姿」，「国際リニア

コライダー計画の概要」の 2 件のリモート講演を聴講した。

期間が空いて研修 2 日目は「Web 会議アプリに関する技術の習得と

情報交換」を受講した。事前に各大学での Web 会議アプリ運用状況を

調査し、当日にそれらの問題点や活用法についてディスカッションを

おこなった。また Webex という Web 会議アプリを実際に動かす実習

もあった。岩手大学では Zoom よりも Webex を使用しているそうで、

スケジューリングの仕方やサービスごとの解説をしていただいた。

成果としては、普段使用しない Web 会議アプリを体験することがで

きた。山形大学は教育機関向けのライセンス契約をしていることもあ

り主に Zoom を使っているが、今回他の Web 会議アプリに関する知見

を得たことで、Zoom が使用できなくなった場合など不測の事態に備え

ることができると感じた。
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様式２

個別研修 (FJT)報告書

承認番号 なし 提出年月日 2022 年 1 月 17 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）

機器分析技術室

（内線）3383 

氏  名 佐々木 貴史

研 修 名 令和３年度 東北地区国立大学法人等技術職員研修

研 修 期 間 2021 年 9 月 14 日 ～ 2021 年 9 月 15 日 

会 場 オンライン

研修成果の概要

本研修は本来、岩手大学を会場に行われる予定であったが、コロナウ

イルス蔓延防止の観点から昨年度に続きオンラインでの開催となっ

た。下記の内容について技術研修が開催された。

I：Fusion360 の CAD 操作基本、CAM 体験 

II：GoogleAppScript（GAS）と Google アプリを活用した業務効率化

の基礎

III：内容不明実験廃棄物の分析 

IV：伝える技術を用いた、分かりやすいスライド作成 

VI：デジタルサイネージと警報情報を連携するシステムの構築 

VII：Web 会議アプリに関する技術の習得と情報交換 

研修者は上記 II の研修を受講した。質問フォーム，正誤自動判定や利

用証一斉作成等の GAS の実用を想定したスクリプト作成例を用いた

講習内容であり，今後の業務への GAS 活用をイメージしやすい有意義

な講習であった。
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エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析（EDXRF）における

測定値のずれとその対応策について

佐々木 貴史

山形大学 工学部 機器分析技術室

1 はじめに 

蛍光 X 線分析（XRF： X‐ray Fluorescence）は試料への照射 X 線により発生する蛍光 X 線を検出し、それらをエネ

ルギーや分光結晶で分光することによって、構成元素の定性および定量を行う分析手法である。蛍光 X 線分析装置

は様々な形態の試料（固体，液体，薄膜等）が直接分析可能であり，試料の前処理も容易なことから様々な分野で利

用されている 1, 2)。分析装置の方式には、分光結晶を用いた波長分散型（WDXRF: Wavelength Dispersive XRF）と半

導体検出器を用いたエネルギー分散型（EDXRF : Energy Dispersive XRF）があるが，特に， EDXRF は装置サイズ

が小さく，価格も手ごろなことから未知試料のスクリーニングなどの用途で広く普及している。

多くの EDXRF では，標準試料無しでの定量が可能な理論計算プログラム：ファンダメンタルパラメーター法（ＦＰ法）

が実装されているが，試料の性状および形状によって測定にずれが生じる場合あることを確認している。本報告では，

エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析（EDXRF）における測定値のずれとその対応策について我々の分析室で分析した

サンプルの事例から得られた知見を紹介・共有する。

2 分析事例

2-1 液体試料の測定

弊所では，リガク社製 EDXRF：EDXL300 を運用しており，液体試料の元素組成を分析する際のスクリーニングに当

該装置を使用している。23 元素が 1000mg/L で混合されている ICP 用混合標準液：Merck ICP multi-element standard 

solution IV を測定した結果の一例を図１に示す。なお，①および②の測定では，24 ㎜Φの試料容器に試料をそれぞ

れ 16.2 および 6.9mm の充填高で充填している。 

①（試料充填高 16.2ｍｍ）        ②（試料充填高 6.9ｍｍ） 

図 1 ICP 用混合元素標準液の測定結果 

測定①では，Na では観測値が 3700mg/L と規定値の 1000mg/L から大幅なずれが生じた。また，Mg および Al で

も規定値からのずれが生じており，低質量数側で測定値にずれが生じることが示唆された。EDXL300 では，Na およ

び Mg 等の低質量数の測定では RX9 ターゲットが使用されるが、このターゲット使用時には管球由来の Pd のエスケ

ープピーク（Pd-Si）が Na の特性 X 線に干渉していると考えられ，これが測定誤差の主な要因であるといえる 2)。対策
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としては，波長分散型の装置や ICP 発光分析等の他の分析方法を利用が考えられるが，リガク製または他社の

EDXL 装置には，Na および Mg 等の低質量数測定用に Si 製の 2 次ターゲットが搭載されているものが存在するの

で，それらの利用も選択肢の一つといえる 3)。加えて，EDXL300 のバックグランド強度から考えると 5000ppm 以上で

あるような高濃度の場合では十分測定が可能であると考えられる。

また，①では，In 742mg/L, Ba 591 mg/L および Pb 613 mg/L と低濃度側にそれぞれずれる結果となった。原子番

号が大きいすなわち吸収端エネルギーの高い元素ほどサンプルを透過しやすくなる（もぐりこみ深さが深くなる）ので，

より深部から蛍光 X 線が生成する。この際，これらの蛍光 X 線が深部から表面に透過する間に溶媒に吸収されてい

るためにみかけの X 線強度が低下する現象（ジオメトリ効果）が発生する 4)。試料が液体のような X 線の透過しやす

く，かつ測定元素が低濃度であるサンプルの測定ではこのジオメトリ効果が顕著であり，上記の In, Ba および Pb にお

ける測定濃度の低下の要因となっているものと考えられる。①の結果に基づき，試料充填高を 6.9ｍｍと低くした測定

②を行った結果，大部分の測定元素ついて規定値の 1000mg/L に近い値となり，測定結果が改善することが確認さ

れた。

2-2 散乱線 FP 法による環境試料の測定

X 線管ターゲット元素の特性 X 線は試料で散乱され，コンプトン散乱線とトムソン散乱線として検出器に到達する．

その強度は X 線の質量吸収係数が小さい物質において大きく,質量吸収係数の小さい軽元素（C，H および O 等）を

主成分とする物質では強く現れるので，この散乱線強度を測定することによって非測定成分を推定し，定量を行うの

が散乱線 FP 法である 5)。産業技術総合研究所が頒布する地球科学標準試料である JA-1：火成岩（安山岩）および

社団法人 日本分析化学会が頒布する認証標準物質である JSAC 0401：土壌試料について FP 法および散乱線 FP

法を用いて弊所において分析した事例について報告する。FP 法および散乱線 FP 法による JA-1：火成岩の分析結果

では，低濃度で存在する軽元素である Na および Mg において認証値と測定値の相対誤差がそれぞれ 20％および

68％となり大きなずれが生じたものの，主成分である Si，Al および Ca では相対誤差がいずれも 10％未満であった。

また，FP 法および散乱線 FP 法による測定結果に大きな差異は確認されなかった。 

JSAC 0401：土壌試料の結果では，測定した元素の大部分について FP 法と比較して散乱線 FP 法を用いた測定値

の方が認証値に近い結果となり，散乱線 FP 法が効果的であるという結果が得られた。JA-1 のような岩石試料と比較

して，JSAC 0401 のような土壌試料は腐植等に由来する炭素の含有量が多いと考えられ，有機物含有量が高い試料

において散乱線 FＰ法が有効であるということが示唆された。 

3 参考文献 

1) エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置 EDXL300 製品紹介 リガクジャーナル 39(1) 2008

2) エネルギー分散型微小部蛍光 X 線分析装置の原理と応用例，坂東 篤，Journal of Surface Analysis, Vol. 26

（1） ，34 - 40，2019

3) エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析装置 EDXL300 による環境試料の分析 リガクジャーナル 40（2）2009

4) 蛍光Ｘ線分析の実際，中井 泉，朝倉書店，2005

5) SQX 散乱線 FP 法 —SQX 分析が更に進化しました—，リガクジャーナル 36(1) 47–48，2005
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2021年度 奨励研究 報告書 

・ミトコンドリアDNA高精度定量システムを利用した受精卵品質評価法の確立

計測技術室 坂原聖士 

※ 2021年度に採択された研究課題の中で、掲載に支障のない上記報告書を掲載した。
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ミトコンドリア DNA高精度定量システムを利用した受精卵品質評価法の確立

山形大学工学部 技術部 

計測技術室 坂原聖士 

【研究目的】 ミトコンドリアはエネルギー産生など重
要な生物現象に関わり、受精卵や細胞の品質に影

響している。一般に、ミトコンドリアの機能はミトコンド

リア膜電位や酸素消費量測定などによって解析され

ている。また近年、ミトコンドリアに存在する DNA
（mtDNA）コピー数が受精卵の品質評価に有効で
あることが示されたことから、精度の高い mtDNA コ
ピー数解析の開発が必要になってきた。しかし、単

一受精卵由来の試料は極微量であるため、従来の

方法では測定中に mtDNA が損失するという問題
があった。そこで研究代表者は、植物由来の外部標

準 DNA を用いた「mtDNA コピー数高精度定量シ
ステム」の開発を進めてきた（平成 29 年度交付・奨
励研究課題）。本研究では、受精卵の品質評価法と

してのmtDNAコピー数高精度定量システムの有効
性の検証を目的とした。

【研究方法】 BALB/cAまたは C57BL/6Nマウスか
ら受精卵（胚盤胞）を回収後、胚盤胞を形態学的評

価に基づき分類した（図 1）。分類した各胚盤胞を、
（1）そのまま回収、または （2）JC10 (Enzo Life
Sciences) によるミトコンドリア膜電位解析後に回収、
（3）呼吸測定装置 (HV405、北斗電工) による酸
素消費量測定後に回収し、コピー数既知の外部標

準DNAを添加した。その後、リアルタイムPCRによ
りmtDNA コピー数の定量および補正を行った。 

図 1 マウス胚盤胞の形態学的評価 

【研究成果】 

（1）胚盤胞の形態学的評価と mtDNA コピー数

形態が良好な胚盤胞に含まれる mtDNA は
150,000コピー前後で一定範囲内であったが、形態
が不良な胚盤胞ではその範囲外となるものが増え、

サンプル間のバラつきが大きくなることが明らかとな

った（図 2）。 

図 2 マウス胚盤胞に含まれる mtDNA コピー数 

（2）ミトコンドリア膜電位と mtDNA コピー数

胚盤胞のミトコンドリア相対膜電位と mtDNA コピ
ー数との間に明確な関連はみられなかったが、形態

が良好な胚盤胞では検出された JC-10 の緑色およ
び赤色蛍光量が多かったことから、ミトコンドリアが発

達していることが示唆された（図 3）。 

図 3 ミトコンドリア膜電位と mtDNA コピー数 

（3）酸素消費量と mtDNA コピー数

形態が不良な胚盤胞では良好なものよりも酸素消

費量が低い傾向があり、mtDNAがより多く含まれて
いた。

以上より、mtDNA コピー数の高精度な定量によ
り、形態学的品質の良い受精卵には適切な量の

mtDNA が含まれていることが明らかとなった。また、
本システムをミトコンドリア機能評価と組み合わせるこ

とで、ミトコンドリアに起因する受精卵の品質低下の

原因解明に貢献することができる。

【謝辞】 本研究を行うにあたり、実験設備等の提
供やご助言・ご協力いただいた本学の阿部宏之教

授、黒谷玲子准教授、高倉啓技術職員ならびに研

究室学生各位に深く感謝申し上げます。
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様式２

個別研修 (FJT)報告書

承認番号 21001 提出年月日 2021 年 7 月 27 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）

機器分析技術室

（内線）３３８３

氏  名 水沼里美

研 修 名
第 88 回日本分析化学会有機微量分析研究懇談会 第 116 回計測自動制御学会力学量計測部会 

第 38 回 合同シンポジウム 

研 修 期 間 2021 年 6 月 17 日 ～ 2021 年 6 月 18 日 

会 場 オンライン

研修成果の概要

本シンポジウムは主催が日本分析化学会有機微量分析研究懇談会、共

催が計測自動制御学会力学量計測部会、協賛が日本分析化学会、日本

薬学会、日本化学会であり、元素分析の実務者などが参加し毎年開催

されている。二日間にわたり口頭発表や一般講演、企業によるランチ

ョンセミナーなどが行われた。一日目は、午前中は元素分析について、

午後は天秤に関する発表があり、実務者による報告などを聞くことが

できた。特に東京大学の坂本氏による発表では装置のソフトウェアの

アップグレード後、検量線の係数が異なるようになった原因の検証報

告がなされ、わずかな数値の違いを見逃さず検証する姿勢は見習うべ

きであると感じた。また、大阪大学の松崎氏の発表では AI 技術を用い

た分析装置条件の検討報告があり、元素分析の将来について考えさせ

られた。一般講演では「高機能炭素材におけるヘテロ元素の役割」と

題して九州大学の尹聖昊教授による講演が行われた。二日目はその他

の微量分析などの発表が行われ、一般講演では「固体中電子の対称性

と電気と磁気の新奇な相関」と題して北海道大学の網塚浩教授による

講演が行われた。業務を行う上で非常に参考になる話を聞くことがで

き、有意義な研修であった。
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様式２

個別研修 (FJT)報告書

承認番号 21002 提出年月日 2022 年 01 月 17 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）

機器分析技術室

（内線）3383 

氏  名 佐々木 貴史

研 修 名 令和 3 年度 機器・分析技術研究会 in 山口宇部（オンライン開催） 

研 修 期 間 2021 年 09 月 09 日 ～ 2021 年 09 月 10 日 

会 場 オンライン

研修成果の概要

近年では、学生への安全教育や、各事業場における労働安全衛生業務

に、技術職員が携わることが増えており，本研究会は，機器・分析の

技術のみならず、学生への安全教育や、各事業場における労働安全衛

生に関して最先端の情報を共有するため，「機器管理と危機管理」をテ

ーマとして開催された。基調講演では，山口大学名誉教授 浮田正夫先

生より，宇部の大気汚染を克服した事例から，SDGs 未来都市創出に

つながるヒントについてのご講演があった。過去の教訓を現在，我々

が直面する問題に生かす方法について理解が深まった。また，研究発

表は事前に発表資料を研究会ホームページ上で公開し質問や回答等を

投稿する“プレビュー発表”と,当日の発表時に発表者が参加者に向け

て WebEx 上においてリアルタイムで議論する“オンライン発表”のハ

イブリッド形式で開催された。研修者は「エネルギー分散型蛍光Ｘ線

分析（EDXRF）における測定値のずれとその対応策について」の内容

について発表した。聴講者から本発表に関して研究内容等に関する質

問が得られ、有意義な意見交換を行うことできた。本研修は、研修者

が本学において業務を遂行する上で非常に有益であった。

−60 −

目次へ



様式２

個別研修 (FJT)報告書

承認番号 21003 提出年月日 2022 年 1 月 20 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）

機器分析技術室

（内線）３３８３

氏  名 水沼里美

研 修 名 第 36 回 元素分析技術研究会 

研 修 期 間 2021 年 11 月 19 日 ～ 2021 年 11 月 19 日 

会 場 オンライン

研修成果の概要

本研究会は主催が元素分析研究会、共催が有機微量分析研究懇談会、

協賛が日本分析化学会、後援が日本薬学会と日本化学会であり、元素

分析の実務者および OB の方が参加されて毎年開催されている。今回

も昨年同様、感染症の影響によりオンライン開催となった。はじめに

行われたのは元素分析に関する Q&A で、事前に寄せられた質問に対し

て回答が得られており、それに対する質疑応答が行われた。質問の内

容は酸化タングステンの添加について、スパチュラの加工についてな

ど計 4 件であった。続いてグループディスカッションが行われた。ア

ルミナボートやセラミックボートに付着した金属の洗浄・除去方法や

購入先、分析料金などについて情報交換を行った。午後の話題提供で

は例年講演が行われるがその代わりに今回は「元素分析熟練者を囲む

座談会」として千葉大学の桝飛雄真氏、元 大日本住友製薬株式会社の

板東敬子氏、鳥取大学の丹松美由紀氏らによる座談会が行われた。テ

ーマはミスを防ぐ工夫、過去の Q&A や昔の分析について、コロナ禍に

おける分析のことの 3 つ。その後、会計報告、次期世話人の紹介が行

われ閉会した。研究会では業務を行う上で非常に参考になる話を聞く

ことができ、有意義な研修であった。
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様式２

個別研修 (FJT)報告書

承認番号 ２１００４ 提出年月日 2022 年 3 月 7 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）
（内線）３２９７

氏  名 山吉 康弘

研 修 名 実験・実習技術研究会 2022 東京工業大学 

研 修 期 間 2022 年 3 月 3 日 ～ 2022 年 3 月 4 日 

会 場 東京工業大学オープンファシリティセンター（オンライン）

研修成果の概要

初日は特別講演 2 件と特別企画があった。東京工業大学 副学長 伊

東利哉 教授の講演では「東工大における DX 推進」と題して，情報基

盤整理と業務形態の断捨離の話があった。東工大 松谷晃宏 主任技術

専門員の講演では「科学技術分野の文部科学大臣表彰研究支援賞を受

賞して」と題して，共用クリーンルームの運用と技術開発による先端

研究への貢献についての話があった。マイクロプロセス部門では年 2

回のテクニカルレポートや科研費応募を義務化して人材養成を行い，

学会，セミナー，展示会などに積極的に参加して最新情報を得て最先

端研究に貢献しているとのことであった。また成果発表は他の研究者

との技術交流に繋がり，分野融合や共同研究を経て次の成果発表へと

循環していくので重要であると強調しておられ同感に感じた。特別企

画では神奈川大と東海大から始まった大学間技術系職員交流研修会の

紹介があった。創設者から 20 年前に蛸壺のような技術職員の状況を打

開するために交流を持ち掛けたとの説明があり，現在その交流は国立

大にも広がり私立大との垣根を越えて続いていて，更に化学や機械分

野のワークショップの派生にも繋がっているとのことである。国立や

私立を問わず他の大学の技術職員と交流することはとても重要である

と感じた。2 日目は 6 ルームに分かれ 9 分野 73 件の技術発表があった。

特に昨年度コロナウイルスに対する取り組みを実施した経験を生かし

て，創意工夫した試みの報告が目立った。実験・実習分野ではスマー

トフォンによる教材動画の作成，ライブ配信を利用したオンライン実

験の試み，個別実験の導入の紹介があり，社会貢献分野では動画配信

による理科工作実験の実施例の報告が多数あった。630 名を超える参加

者があり，他大学の技術職員の意識の高さを感じた。多くの刺激を受

け触発されたので，今後のモチベーションの維持と向上に努めたい。
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様式２

個別研修 (FJT)報告書

承認番号 21005 提出年月日 2022 年 3 月 4 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）

環境・安全衛生担当

（内線）3742 

氏  名 鈴木 泰彦

研 修 名 実験・実習技術研究会 2022 東京工業大学 

研 修 期 間 2022 年 3 月 3 日 ～ 2022 年 3 月 4 日 

会 場 東京工業大学（オンラインで参加）

研修成果の概要

［1 日目］ 
特別講演 2 件（東京工業大学副学長 伊東氏、東京工業大学マイクロプ

ロセス部門長 松谷氏）および特別企画：大学間技術系職員交流研修会

とのコラボレーションを聴講。特別講演では東京工業大学における技

術職員のあり方などが述べられた。特別企画では技術職員の外部交流

について実例紹介や体験談が述べられた。技術職員の業務を「蛸壺」

と表現するなど、個人や学内で閉鎖的なものとなりやすいことへの警

鐘と、外部との交流を図る大切さが語られた。

［2 日目］ 
安全・放射線保守管理分野の講演を中心に受講。小山高専 生井氏、横

浜国立大学 小柴氏から安全衛生教育の方法に関する講演があった。教

材として危険体験型の動画を作る、マンガ教材を作って配布するなど

の実例が紹介された。マンガ教材は科研費で作成していることから公

開予定であり、聴講者から貸与の希望などが聞かれた。本学には安全

衛生教育の基盤がないため、今回の研究会のようなもの参加し、情報

収集と方法を考案していきたい。
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様式２

個別研修 (FJT)報告書

承認番号 21006 提出年月日 2022 年 2 月 17 日 

研 修 者

所  属

（技術室名）

計測技術室

（内線）３０７０

氏  名 水口 敬

研 修 名 第 47 回 分析機器 NMR ユーザーズミーティング 

研 修 期 間 2021 年 12 月 17 日 ～ 2021 年 12 月 17 日 

会 場 オンライン

研修成果の概要

JEOL RESONANCE が主催する NMR ユーザーズミーティングが

会場・ライブ配信のハイブリッドで開催され、今回は新型コロナウィ

ルスの感染対策としてオンラインでの参加とした。

NMR の活用方法をメインに発表があったが、特に最近測定依頼が増

えてきた固体 NMR や拡散 NMR については非常に勉強になり、複合

材料や樹脂材料の評価に役立つ内容であった。

またヘリウムの高騰によって NMR の維持が難しくなってきている

昨今の状況に対して、高温超電導体や電磁石を活用した今後の NMR

の展望や試作機の話はとても期待を持てる内容であった。

オンライン開催については気軽に参加できる一方、通常業務や装置

トラブルなどの呼び出しによって途中で退出しなければいけない場面

等もあり集中して参加できないといった問題もあったが、とても有意

義な研修であった。
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様式 2 

特別研修実施報告書 

承認番号 S21001 提出年月日 令和 4 年 3 月 16 日

研修者 
(グループの場合 

氏名は全員記載し 

代表者の前に○) 

所  属

（技術室名） 
機器分析技術室 

（内線）3383

氏  名 佐藤 翼 

申請分野 □研究費応募予備検討 □地域貢献 ■能力の向上，自己啓発

テーマ 薬品管理支援システムへの web 入力操作簡略化の検討 

実施期間 2021 年 7 月 1 日 ～ 2022 年 3 月 1 日

  交付額 99,000 円 

研修の内容および成果（成果の活用予定を含めて記載） 

成果 A：キーボード、マウス不要。バーコードスキャナだけで、IASO 操作する仕組みを構築 
入力端末に iPad を用いると想定通りに動作しなかったため、Windows PC で駆動する仕組

みを開発した。バーコードスキャナは、以下の製品を使用して比較した。

メーカ    、型番  、端末との接続形態  、可読コード 、価格 
① 日栄インテック、FFTA12U、USB  、バーコード 、不明 
② Tera 、1200 、USB/Bluetooth/2.4GHz、バーコード 、約 4000 円 
③ Tera     、1100 、USB/Bluetooth/2.4GHz、バーコード/QR コード、約 4500 円 
使用感として、①と②は大差なく快適だった。③はバーコード読取時にストレスを感じた。

2 次元コードを読取可能とした影響または、作りこみの甘さがあるかもしれない。小型で、ハ

ンズフリーでも使用可能、ワイヤレスでも使用可能という点から、②が望ましかった。

成果 B：PC 連動する安価な電子天秤を製作 
成果 A の仕組みでは、薬品重量の入力が煩雑。電子天秤と PC を連動により解決できる。電

子天秤が測定値をバーコード表示し、それをスキャンして PC 入力するデザインとした。¥7000
弱で電子天秤を製作できた。無線スキャナにより、電子天秤と PC は遠隔でも使用できる。 

成果 C：スマホ端末からのリクエストにより、サーバ PC が IASO 操作する仕組みを構築 
スマホは、バーコードスキャナ、マウス、キーボードの機能を持ち合わせていることに気づ

いた。iPad など（iOS 端末）を用いる仕組みは完成した。成果 A のためのパソコンセットアッ

プは煩雑だが、サーバ PC は 1台をキャンパス内で共用可能と思われる。新たなスマホを導入

する場合も簡単なセットアップだけで済む。また、スマホは、IASO ユーザのほとんどは所有

しているはずなので、機材調達の面も有利だ。Android 端末でも動作する仕組みの開発を今後

進めたい。

成果の活用予定 

特に成果 C は、IASO による負担の軽減に適しており、キャンパス内で普及させるべきと思

う。Android でも使用可能とした後、試用し、技術部や学部等の HP にて公開できると良いと

考える。 

＊このページが 1枚に収まるよう作成する 
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令和 3 年度 環境・安全衛生管理活動報告

山形大学工学部技術部 

環境・安全衛生担当 鈴木泰彦

１．はじめに

令和 3年度に米沢キャンパス内で実施され

た環境および安全衛生管理活動を報告する。

米沢キャンパスの安全衛生に関しては労働基

準法および労働安全衛生法等の各種法令に準

拠している。今年度は米沢キャンパスへの置

賜広域行政事務組合消防本部による立入検査

がおこなわれ、危険箇所の指摘を受けた。 

２．活動概要

今年度の主な活動を以下に記す。 

(1) 安全衛生員会

(2) 構内の交通安全管理

(3) 薬品管理体制の整備

(4) 作業環境測定

(5) 消防立ち入り検査

各活動の詳細を事項より記す。

２-１．安全衛生委員会

令和 3 年度は毎月(計 12 回)の安全衛生委

員会が開催された。1月は COVID-19 感染拡大

によりオンライン開催となったが、それ以外

の月はオンラインとオンサイトの併用開催で

おこなわれた。安全衛生委員会後には衛生管

理者、安全管理者、産業医が構内を巡視し危

険箇所の指摘と改善指示などがおこなわれた。 

２-２．構内の交通安全管理

昨年度の基幹・環境整備工事後、基本的に

構内への車両侵入は禁止されたことから駐車

許可証を持たない学生が違反駐車することが

目立った。今年度の警告件数は述べ 106 件、

タイヤロック（図 1）実施件数は 8 件（内教

職員が 2件）であった。巡視には小職のみで

はなく、安全衛生委員会のメンバーも実施い

ただいている。 

現在も各駐車場に数台の違反が確認される

が、事故等の発生は報告されていない。今後、

駐車場にゲートが導入される予定となってい

る。 

図 1 車両固定実施状況 

２-３．薬品管理体制の整備

薬品管理支援システム IASO が昨年度 3 月

に導入された。4月 12日に工学部全体にシス

テム運用に関する説明会がオンライン・オン

サイト併用で開催され 9月末までの仮運用期

間を経て、10 月から正式運用が開始された。

2022 年 3 月現在、87 の研究室で使用されて

いる。カタログデータ以外への新規薬品登録

は342件おこなわれた。 

また、本部施設部の担当者との協議をおこ

ない、化学薬品使用状況調査にIASO を用いる

ことの了承を得た。今年度前期分の調査（10

月実施）にIASO のデータが活用され、仮運用 

図 2 IASO R7 操作画面（薬品登録） 
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期間中だが 19の研究室から IASOデータから

の転用が希望された。後期分の調査（来年度

4月予定）には基本的にIASO のデータを転用

することを予定している。 

２-４．作業環境測定

令和 3 年度は 10 月～11 月および 1 月～2

月に 2度の有機則および特化則に関する薬品

の作業環境測定を実施した。図 3 に今年度 2

回目（1月～2 月）に実施した場所およびその

結果を示す。また、直近 3 年分の管理区分の

分布を表 1 に示す。令和 3年度は第 2 管理区

分および第 3 管理区分の指摘が増加している。

クロロホルムは管理濃度の基準が 3mmと低い

が、使用者には厳しく管理されるはジクロロ

メタンであるとの認識が強く、クロロホルム

をドラフト外で使用するケースが見られる。

第 2 および第 3 管理区分に指定される対象は

クロロホルムが多く、認識が共有されるよう

に伝達していきたい。 

図 3 作業環境測定実施場所 

表 1 作業環境測定結果 

管理区

分 
R3 年度 R2 年度 R1 年度 

第 1 139 138 182 

第 2 7 4 9 

第 3 6 0 0 

２-５．消防立ち入り検査

10 月 20日・21日に消防本部によって米沢

キャンパス全建屋への立入検査および防災指

導がおこなわれた。消防本部の担当者が 3班

に分かれ、事務棟や図書館なども含めて全居

室の巡視がおこなわれた。小職もこれに同行

し、今後の衛生管理者の巡視に参考となるよ

う巡視の方法を体験学習した。キャンパス全

体に指摘された事項は、下記のとおりであっ

た。 

・導線確保

・タコ足配線（図4）

・ストーブ類の機器と可燃性溶媒の位置

・薬品類の管理（指定数量の確認）

指定数量の確認において IASO の使用が有用

であることから、今後監視および指摘のルー

ルや方法を検討していく。 

図 4 消防本部によるタコ足配線への指摘 

２-６．その他

令和3年 4月の法改正によって金属アーク

溶接において排出される溶接ヒュームが特定

化学物質に指定された。このため令和 4 年 3

月 31 日までに個人暴露濃度評価が義務付け

られており、2 月に実施した。測定結果はま

だ得られていないが、結果に基づいて保護具

の選定をおこなっていく予定である。また、

これにともない溶接ヒューム取り扱い作業主

任者として技術部の佐藤翼氏が任命された。 

３．今後の予定

今後化学物質管理方法が大きく改定される

予定があり、事務部と連携して対応を進めて

いく。 
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                           山形大学工学部技術部 

      2021（R3）年度 

                        術談話会 

日 時：2022 年 3 月 2 日(水) 13 時 30 分〜 

会 場：11 号館未来ホール（ハイブリッド開催） 

講 演： 

① 13:30〜14:20

「 技術職員として研究支援に携わって
  －42 年と 26 日－ 」 

  山吉 康弘 技術専門員 （統括技術長）  

 ー  休憩 10 分 － 

② 14:30〜15:20

 「有機 EL 照明開発 実用化に至らなかった開発品」 

  井上 正宜 技術専門職員 （イノベーションセンター） 

技
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技術職員として研究支援に携わって 

－42年と 26日－ 

山形大学工学部技術部

統括技術長 山吉康弘

１．はじめに 

地元䛾工業高校を卒業した翌日䛾 1980（昭和

55）年 3 月 6 日に文部技官として入職し，定年を

迎える 2022（令和 4）年 3月 31日まで䛾在職期間

䛿 42 年と 26 日になる。そ䛾間にデバイス䛾作製

から特性䛾測定，プログラミングから数値解析に

至るまで，研究室において様々な技術的な支援

を行なってきた。ここで䛿私が研究室に貢献でき

たと感じている研究支援について紹介する。

２．研究テーマ

2.1 H 形縦振動子を用いた中間周波数（IF）セラ

ミックフィルタ

入職当時䛾大学䛿，教授，助教授，助手䛾中

に 1名ないし 2名䛾技官が配属された講座制とい

う体制で研究・教育活動を行っていた。私䛿専門

基礎科目䛾教育を担当する共通講座（数物学分

野䛾前身）䛾一般電気工学講座に配属されたが，

そ䛾講座で䛿中村尚教授，尾山茂講師，広瀬精

二助手，横山友男技官が圧電セラミックスを用い

た超音波振動子に関する研究を行っていた。圧

電セラミックス䛿，電圧を加えると機械的な歪が生

じ，歪を与えると電圧が発生する性質をもつ強誘

電体材料である。最初に携わった䛾䛿，H形縦振

動子を用いたAMラジオ䛾中間周波数用フィルタ

䛾研究であった。長さ方向に伸縮振動する 2つ䛾

共振子を中央部で結合した H 形䛾構㐀（図１(a)）

で，一方䛾共振子に電気入力し，もう一方䛾共振

子から電気出力を取り出すと 455kHz䛾周波数成

分を抽出するバンドパスフィルタとなる（図１(b)）。

振動子䛾機械共振を利用したフィルタ䛿，電気素

子（インダクタとコンデンサ）䛾共振を利用するより

も選択性が良くかつ低損失で，H 形縦振動子䛾

場合䛿，両共振子が逆相と同相で振動する，共

振周波数がわずかに異なる２つ䛾共振を利用す

ることで通過域が平坦な周波数特性（図１(c)）が

得られる。約 1.3MHz䛾周波数域に不要な縦 3次

振動が発生しそれによる混信䛾可能性があった

が，電極形状を適切な寸法にすることで不要振

動を抑圧できることを有限要素法（FEM）解析から

見出し，実験的にそ䛾有効性を確認した 1)。最終

的な試料䛾成形䛿，安全カミソリと紙やすりを使

い顕微鏡を覗きながら手作業で行ったが，サイズ

が小さいうえに脆性材料䛾ため細心䛾注意が必

要であった。

（a） 構㐀 (l1=3.7, b1=l2= 0.8, b2=0.4, 厚さ 0.3 mm)

(b) 周波数特性

(c) 通過域特性

図１．H型縦振動子を用いた IFセラミックフィルタ 1)
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2.2 有限要素法プログラムの移植

一般に圧電振動子䛾構㐀䛿複雑であり，さらに

材料䛾圧電性や異方性を考慮して，そ䛾特性を

理論解析すること䛿難しい。そ䛾ため講座で䛿，

富川義朗本学名誉教授が東京大学大型計算機

センターにライブラリー登録した 3次元 FEM構㐀

解析プログラム（SAP4B）を利用して圧電振動子

䛾共振周波数や振動モード䛾数値解析を行って

いた。パソコンやインターネットが普及する前だっ

た䛾で，本学䛾計算センターで振動子䛾構㐀デ

ータを打ち込んだパンチカードを東京大学に郵

送して計算を依頼し，結果が印刷された連続帳

票（LP 用紙）を返送してもらっていた。また，グラ

フや図面など䛿手書きであり，振動モードに至っ

て䛿各節点䛾振動変位䛾数値結果を LP 用紙か

ら読み取って手書きしていた（図 2(a)）。そ䛾ため

一連䛾作業䛿 1～2 週間もかかっていた。学会等

で結果を急ぐ場合に䛿パンチカードを持参して東

京大学に出張したこともあった。私䛿講座䛾先生

䛾勧めで，本学に併設された工業短期大学部で

入職直後から 3年間，卒業と同時に設置された B

コース（現在䛾フレックスコース）で 4 年間，夜間

学生として情報工学を学んだ䛾で，それを生かし

1982（昭和 57）年に SAP4B を東北大学䛾計算セ

ンターに移植し，本学䛾計算センターから大学間

ネットワークを利用して解析できるようにした。また

1987（昭和 62）年に䛿本学䛾計算センターに移

植し，パソコンが導入され，学内ネットワークが整

備され始めた 1990（平成 2）年頃に䛿，講座䛾

PC-98 から学内ネットワーク経由で解析できるよう

にした。振動モード䛿，PC-98 で複数䛾ワイヤー

フレーム図をパラパラ漫画䛾ように切り替えて疑

似的に動画表示させる工夫も行った（図２(b)）。以

前䛿 2 週間かかっていた解析を数十分程度で行

えるようにしたこと䛿大きな貢献だったと思う。現

在䛿，Windows パソコン上䛾市販䛾 FEM 解析ソ

フトウェアを利用して解析が行え，振動モード䛿カ

ラーで動画表示できるようになっている（図２(c)）。

2.3 分極と励振を交差指電極で行う圧電単体屈

曲振動子

1982（昭和 57）年頃，尾山先生が学位取得䛾

ために圧電単体屈曲振動子䛾研究を始めた。屈

曲振動を励振するに䛿，金属板に圧電セラミック

スを接着したユニモルフや 2枚䛾圧電セラミックス

を分極処理方向が互いに逆になるように接着した

バイモルフ構㐀が利用されるが，いずれも接着層

が特性䛾低下やバラツキ䛾原因となる。圧電セラ

ミックス䛾表面に櫛状䛾交差指電極（IDT）を設け，

分極処理と励振を行うことで接着層䛾ない屈曲振

動子が実現できる。IDTが片面䛾みにある場合に

䛿等角写像を用いて特性䛾理論解析 2)が可能だ

が，圧電体内部䛾電界分布を解析する FEMプロ

グラムを自作し，平板䛾両面や角棒䛾 4面に IDT

（a）1/8区間䛾手書き図

(b) ワイヤーフレーム図

(c) コンター図

図２．正方形板屈曲振動モード䛾 FEM解析結果 
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があるような構㐀䛾振動子䛾特性も解析できるよ

うにした（図３）3)。IDT 䛿電極面を研磨後にフォト

リソグラフィ工程で作製したが，スピンナー，オー

ブン，露光機など䛿手作りだった。 

2.4 音片型圧電振動ジャイロ

1984（昭和 59）年から講座で䛿車等䛾移動体

䛾自己位置計測用に圧電振動ジャイロ䛾研究を

始めた。それまで䛾経験を生かして，正方形断面

䛾圧電セラミックス音片䛾 4 面に IDT を設けて分

極処理した後，x軸方向䛾屈曲振動を励振した状

態で z軸周り䛾回転角㏿度Ωが加わると x軸と直

交方向にΩに比例するコリオリ力が発生し y軸方

向䛾屈曲振動が励振される。そ䛾振動によって検

出される電圧から Ω を得ることができる。励振用と

検出用䛾２つ䛾振動モード䛾共振周波数䛾差が

変化すると検出感度に影響を与える䛾で，両振

動モード䛾節䛾位置をそれぞれ同じ太さと長さ䛾

細棒で支持し，両振動モード䛾共振周波数に対

する支持䛾影響を等しくすることで感度に影響を

与えない直交支持方法を考案し特許出願した 4)。

また，励振用電極 1 や検出用電極 2 䛾他に補助

電極を設け，最大感度が得られるように電極 3 に

接続した外部容量で励振用振動モード䛾共振周

波数を調整し，また電極 4’に補償電圧を加えて

Ω=0 䛾ときに検出される不要な電圧を相殺するア

イデアを考え，直線性䛾良い回転角㏿度特性を

もつ振動ジャイロセンサーを実現した（図４）5)。

(a) 構㐀と振動モード

(b) 回転角㏿度特性䛾測定結果

図４．音片型圧電振動ジャイロ
5)

(a) 構㐀

(b) 内部電界䛾 FEM解析結果

図３．分極と励振を交差指電極で行う屈曲振動子
3) 
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2.5 機械的な摩擦を介さない超音波モータ

1990（平成2）年に尾山先生が一関高専に転出

され，翌年に横山技官が電気 3 講座に配置換え

になり，講座䛿 3 人体制になった。そ䛾頃，東工

大や本学䛾富川先生䛾研究グループで䛿超音

波振動子（ステータ）と回転子（ロータ）を接触させ

て，機械的摩擦力を介して駆動力を得る超音波

モータ䛾研究を行っていた。磁界䛾影響がなく，

低回転・高トルクなど䛾電磁モータにない特長が

あったが，接触部分䛾摩耗が特性に影響を与え

るなど䛾問題があった。ある時，円周方向に進行

する屈曲振動モードを励振した円板状䛾ステータ

を使って模索実験を行っていたところ，ステータと

非接触でロータが回転する現象を発見した。動作

原理を検証するために，ステータ䛾振動モードや

共振周波数を変えて様々な実験を行った結果，

ステータとロータ䛾間䛾ギャップ内䛾空気䛾共振

が関係していることがわかり，さらに音場解析用䛾

FEMプログラムを自作して，周囲䛾音響空間を考

慮した，ギャップ空間䛾音場解析を行った結果，

ステータ䛾超音波振動によってギャップ内䛾音響

空間が共鳴し，そ䛾内部に大きな音圧が生じたと

きにロータ䛾回転㏿度が向上することを明らかに

した（図５）6)。こ䛾モータ䛿接触式䛾超音波モー

タと比べて，摩耗がなく長寿命で，接触面䛾表面

粗さ䛾影響を受けない䛾で小型化に有利である。

直径 10mm で䛿約 4000r.p.m.䛾回転㏿度が得ら

れ 7)，そ䛾後直径 5mm䛾動作も確認した。 

2.6 半導体増幅器中の4光波混合特性のビーム

伝搬法による解析

中村先生䛾定年退職に伴い，1994（平成 6）年

度に当時䛾学科䛾ルールで研究室を異動するこ

とになり，光エレクトロニクス䛾研究を行なってい

た河口仁司教授䛾支援を行なうことになった。予

算獲得䛾ため䛾申請書や報告書，図面やスライ

ド䛾作成，年間数千万円䛾研究予算䛾管理，外

部研究機関や業者と䛾やり取りなど䛾業務䛾他

に，卒業研究䛾指導も任された。半導体光増幅

器中に波長䛾異なる 2 つ䛾光を入射すると新た

な波長䛾 4光波混合（FWM）光が発生する。入射

光に幅䛾狭い光パルスを用いた場合䛾波長分離

特性などを明らかにするために，光ファイバー中

䛾光パルス伝搬䛾解析に使用されていた高㏿フ

ーリエ変換ビーム伝搬法を参考にして，差分ビー

ム伝搬法を用いて解析できるようにした（図６）8)。

それにより留学生が多く䛾論文を投稿し学位取得

まで繋がった䛾で大きな貢献であったと思う。私

自身も移籍当初から毎年䛾ように学会発表を行

ったが，偏光双安定面発光半導体レーザを用い

た全光学的 3R 中継器䛾動作特性䛾解析 9)で䛿，

海外で䛾発表を初めて経験することができた。ま

(a） 構㐀とステータ䛾振動モードと励振用電極

(b) 回転㏿度特性䛾測定結果とギャップ内䛾音圧䛾
FEM解析結果

図５．機械的な摩擦を介さない超音波モータ
6)
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た，半導体結晶成長装置（MBE）や X 線回折装

置䛾管理運用も任されたが，MBE 装置䛾チャン

バーオープンを行った際に真空漏れが止まらず

にクリーンルーム内で深夜に渡って何度もガスケ

ット䛾交換作業を行ったことを思い出される。私に

とって一番忙しい時期であった。

2.7 非接触型超音波モータ

河口先生が奈良先端大に転出されたため，教

授に昇進されていた広瀬精二先生䛾研究室に戻

り，2006年（平成 18）年度から非接触型超音波モ

ータ䛾研究を再開した。こ䛾研究テーマで䛿自ら

䛾成果発表と学生䛾研究指導を数多く行った。ギ

ャップ内䛾空気䛾複素音㏿と複素密度を導入し

た等価回路解析から，ギャップ長が狭い場合に

(a) 構㐀とステータ I䛾振動モード

(b) 回転㏿度特性と起動トルク䛾測定結果

図７．定在波駆動方式䛾非接触型超音波モータ
10) 
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空気䛾粘性䛾影響が大きくなることを明らかにし，

それを考慮した設計を可能にした 10)。また，ロー

タ䛾上下に定在波駆動した２つ䛾ステータを円周

方向に 1/4 周期ずらして配置した構㐀（図８）10)や

ロータを 2 重にした構㐀（図８）11)を考案し，複数

䛾ギャップを利用することで従来よりも特性䛾改

善を図った。さらに FEM等䛾科学技術計算ソフト

ウェアを販売・開発する企業から境界要素法を用

いた音場解析ソフトウェア䛾提供を受けて，それ

まで FEM 解析で䛿できなかったギャップ内䛾空

気䛾粘性䛾影響を考慮した音場解析を行えるよう

にし，実験結果䛾傾向を良く説明できるようした 12)。

そ䛾企業䛾ホームページに䛿音場解析ソフト䛾

解析事例として，私䛾成果が掲載されている。

2.8 圧電セラミックス円板の内部電位の解析

広瀬精二先生䛾定年退職に伴い，2014（平成

26）年度から強力超音波䛾応用に関する研究を

行っている足立和成教授䛾研究室で支援を行な

っている。強力超音波を得るために圧電振動子

を大振幅で励振すると，共振周波数近傍で振動

変位が急激に跳躍また䛿降下する不安定な現象

が生じる。厚さ方向に分極処理された圧電セラミ

ックス円板䛾径方向振動を FEM で解析した結果，

共振尖鋭度を考慮した場合でも共振周波数近傍

で内部電位分布に乱れが生じ，円板中央䛾表面

付近で極端に大きな内部電界が生じることを確認

した（図９）。現在，跳躍・降下現象䛾機構解明䛾

ために検討を続けている。また，これまでに行っ

てきた超音波に関する経験と知見を生かし，学生

に対して問題解決䛾ため䛾助言やレーザドップラ

ー振動㏿度計や周波数分析装置などを利用した

計測䛾指導を行っている。

３．終わりに 

42 年と 26 日間，縁䛾下䛾力持ちと思いながら

研究室䛾支援を行ってきたが，私䛾支援が教員

䛾研究成果䛾創出や多く䛾学生をエンジニアとし

て社会に送り出す手助けになった䛾であれ䜀，技

術職員として冥利に尽きる思いである。そ䛾間に

教員や学生に貢献できたと思えた時に不思議と

やりがいと達成感を感じることができた䛾䛿利他

的な性格が向いていた䛾かもしれない。また，研

究支援分野䛾変更が多くなかったこと䛿，長年䛾

経験を蓄積し，後に自ら䛾技術として研究室䛾教

員や学生に提供できた点で幸いなことであったと

思っている。気づけ䜀 200件を超える研究発表を

させていただいた（図１０）。そ䛾 7割䛿共著者とし

て䛾成果であるが，私䛾支援が評価された証であ

り，技術職員として䛿第一著者䛾成果と同じように

大事に思いたい。最後に今あらためて振り返れ䜀

技術職員として䛾42年と26日間䛿長いようで短く

感じるが，無事に勤め上げることができた䛾䛿多く

䛾先生方や技術職員䛾諸先輩方，技術部䛾皆

様にお世話になったおかげである。定年にあたり，

こ䛾場を借りて深く感謝申し上げます。
(a) 解析モデル

(b) 振動モード（r-z断面）

(c) 内部等電位分布（r-z断面）

図９．圧電セラミックス円板䛾径方向振動䛾 FEM解析
結果

z 

r 
ur t=6mm 

R=20mm 

0 

上部電極(V0) 

下部電極(0 V) 

分極方向 ⇑ 

図１０．年度毎䛾外部発表䛾件数 
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有機 EL 照明開発 実用化に至らなかった開発品 
山形大学工学部技術部 

イノベーションセンター 井上 正宜

１.はじめに
社会人となり最初の 20 年間は、半導体製造

ラインでの生産技術業務を担当していました。 
2003 年より有機 EL 照明の開発業務に携わり

現在に至る。本稿では、有機ＥＬ照明開発業務
中に試作評価したデバイスの中で、良く出来た
と思ったが、実用化に至らなかった開発品につ
いて発表します。 

２. 拡散反射デバイスの開発
有機 EL 発光デバイスの試作を重ねる中で高

効率であり長寿命な有機ＥＬ照明には MPE デバ
イス（マルチフォトンデバイス）が最適である
と考え、その開発を実施した。

図 1.1 マルチフォトンデバイスの概要 

2.1 拡散反射デバイス検討の経緯 
有機ＥＬ照明を MPE デバイスとして作成した

場合に下記の問題点が発生していた。 
① 発光スペクトルの角度依存が発生する。
② 光干渉による効率低下が発生する。
③ 光学設計する上で厚膜化し効率低下する。 
これらの要因は負極側が AL 電極で鏡面構造

デバイスとなるため AL 面の反射が光取り出し
効率を低下さることによる。 
 そこで負極側にも陽極側と同じ ITO 電極を構
成し外面に拡散反射層を設置するデバイスを
試作評価した。図 1-2 にその構成を示す。 
 鏡面反射に比べ拡散反射では、光の反射量が
一定量となる原理を応用した。 

図 1.2  拡散反射パネルの構成 

2.2 拡散反射デバイスの特性確認 
2mm×2mm のﾃｽﾄﾊﾟﾀｰﾝにて拡散反射デバイス

を製作し電気特性を評価。その結果を図 1.3 に
示す。 

図１.3 拡散反射デバイスの電気特性 

拡散反射構造とすることにより、MPE 化して
も重ね合せしたような理想的なスペクトルが
得られた。またスペクトルの角度依存性も無い
事も確認できた。 
 MPE 構造の懸念を全て払拭できており白色光
源に応用する場に極めて有効な手段である。 

2.3 大面積化における課題と対策 
 大面積の拡散反射デバイスを製作するにあ
たり以下の課題がありその対策を実施した。 

課題１，陰極に ITO を使用したため電気抵抗
値が高くなり大面積を均一発光させることが
困難となる。 

解決策１，陰極 ITO への補助配線追加するこ
とで陰極 ITO 面内抵抗の値を低くした。図 1-4
に補助電極の仕様を示す。また補助電極の厚さ
を 100nm から 200nm と厚くすることで面内発光
分布のばらつきを±10%以下にした。図 1-5 に 2
次元輝度計にて測定したデータを示す。 

図１.4 拡散反射デバイスの補助電極仕様 
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図１.5 2 次元輝度計の面内ばらつきデータ  

課題２，素子上への拡散反射層の形成が困難 
解決策２，封止ガラス面へ拡散反射層を形成

するプロセスへ変更。図 1-6 に変更した封止プ
ロセスフローを示す。

図１.6 変更した封止プロセスフロー  

2.4 拡散反射デバイスの素子構成最適化 
 照明として最適な色温度（3000K～5000K）と
輝度 5000cd/m2 の性能を出せる MPE 拡散反射デ
バイスの素子構成を試作。具体的には RGB 各色
の組合せと膜厚変更による確認。評価したデバ
イスの電気特性を図 1-7 に示す。

図１.7 拡散反射デバイス最適化特性 

図１.8 

最適化した拡散反射デバイス  

３. 透明デバイスの開発
拡散反射デバイスの拡散反射層を透明ゲル

に入れ替えることで透明デバイスとして利用
が可能である事を確認した。図 1-9 に透明デバ
イスの概要、図 1-10 に電気的特性を示す。

図１.9 透明デバイスの概要

図１.10 透明デバイスの電気特性 

４.まとめ
有機 EL 照明開発において最大 300mm×300mm

の基板サイズで輝度 5000cd/m2 の拡散反射デバ
イス照明を開発できた。また内部ゲル構成を変
更することで窓などに応用可能な透明デバイ
スも開発できた。

この開発品は実用化には至らなかったが、今
後はプラスチック基板を利用したフレキシブ
ル化への応用展開に生かされる技術であると
期待したい。

５.最後に
照明業界は、現在 LED 照明に独占されており

有機ＥＬ照明は大きく市場から引き離されて
います。今後は、光に対する要求も環境変化等
で複雑化してくると予想されます。もしかした
ら有機ＥＬ照明が新型コロウィルスを治療で
きるものに発展するかもしれません。 
 開発者の目標はそれぞれ異なりますが、これ
からも夢を実現できるよう頑張り、世の中の役
に立てるよう努力していきたいと思います。 
 これまでご支援いただいた皆様に深く感謝
いたします。
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地域貢献活動報告 

・高畠町亀岡地区 かめおか秋まつり「理科工作・実験教室」
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高畠町 かめおか秋まつり「理科工作・実験教室」 実施報告 

松葉 滋 

日 時：令和３年１０月１７日（日）１０：００～１２：００ 

場 所：高畠町亀岡地区公民館 屋外テント 

テーマ：「液体窒素を使った実験の演示」

参加者：４５名

指導者：山吉康弘（統括技術長），村上 聡（地域連携担当）， 松葉 滋（副統括技術長）

高畠町亀岡地区公民館で開催される秋ま

つりへの参加は今回で９年連続となる。 

昨年に引き続き新型コロナウイルスの感

染防止対策が必要となるため米沢キャンパ

ス活動指針および広報室への確認を行い，屋

外での開催であることから実施可能と判断

した。活動レベルが昨年より引き上げられて

いることを考慮して実施テーマを担当者間

で検討した結果，今回は「液体窒素を使った

実験の演示」のテーマで臨むことにした。内

容は 1）液体窒素についての説明，2）液体窒

素の温度測定，3）フライパンに液体窒素を

入れると？，4）ビニール袋に液体窒素を閉

じ込めと？，5）乾電池・コイルの冷却，復

活，6）風船の収縮，復活，7）ペットボトル・

アルミ缶の収縮，復活，8）酸素の冷却で液

体酸素の製造，9）炭酸ガスの冷却でドライ

アイスの製造，10）ヘリウムガスの冷却，11）

ボールの凍結，12）雲の発生である。これら

１２項目を２０分程度で行い参加者を入れ替えて実施した。当日の天気は雨が降り風も強く

とても寒かったがテントの外からも多くの人が興味を持って見ていた。今回の理科実験教室

も無事に終了することができた。 
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技術部職員活動実績 

2021/4/1―2022/3/31
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実施年⽉⽇ 所属 ⽒名
科学研究費補助⾦等の公募採択型の各種助成⾦の採択

ミトコンドリアDNA⾼精度定量システムを利⽤した受精卵品質評価法の確
⽴．科学研究費補助⾦（奨励研究）

2021/4-2022/3 計測技術室 坂原聖⼠

学会や技術研究会等における技術・研究発表

サブビンを⽤いたスペクトル測定システムの基礎検討．2021年応⽤物理学
東北⽀部 第76回学術講演会．増⽥ 純平，⽊村 勇稀，伊藤 ⿓成，⼩坂 哲
夫，⻄舘 泉，佐藤 学．（オンライン開催）

2021/12/2 計測技術室 増⽥純平

サブビンを⽤いたスペクトル測定システムの基礎検討II．光・量⼦デバイス
研究会．増⽥ 純平,伊藤 ⿓成,⼩坂 哲夫,⻄舘 泉,佐藤 学．  東北⼤学⻘葉⼭
キャンパス

2022/3/28 計測技術室 増⽥純平

令和３年度東北地区国⽴⼤学法⼈等技術職員研修技術発表会
エネルギー分散型蛍光X線分析(EDXRF)における 測定値のずれとその対応策
について

2021/9/14 機器分析技術室 佐々⽊貴史

職員研修会等の学内における技術発表

2021年度⼭形⼤学⼯学部技術部技術談話会
技術職員として研究⽀援に携わってー42年と26⽇

2022/3/2 統括技術⻑ ⼭吉康弘

2021年度⼭形⼤学⼯学部技術部技術発表会
AIデザイン教育研究推進センターのディープラーニングシステムを利⽤した
深層学習の実⾏法-⾞両ナンバー⾃動検出アプリの開発に向けて

2022/3/2 計測技術室 川⼝敏史

2021年度⼭形⼤学⼯学部技術部技術発表会
新型コロナウイルス不活性化を⽬的とするUVCランプ強度分布計測

2022/3/2 計測技術室 堺三洋

2021年度⼭形⼤学⼯学部技術部技術発表会
深層学習をHPに組み込む⽅法とそのシステム構成の検討

2022/3/2 情報技術室 鈴⽊裕幸

2021年度⼭形⼤学⼯学部技術部技術発表会
深層学習を活⽤した⾼精度ナンバープレート検出法の検討

2022/3/2 計測技術室 佐藤伸⼀

2021年度⼭形⼤学⼯学部技術部技術発表会
SSL_VPN サービスの設計と新システムへの移⾏

2022/3/2 情報技術室 佐藤早徒

2021年度⼭形⼤学⼯学部技術部技術発表会
薬品管理システム「IASO」の操作簡略化の検討

2022/3/2 機器分析技術室 佐藤翼

学術雑誌等への掲載論⽂

Akihiro Ohmatsuzawa, Moriya Kikuchi, Seigou Kawaguchi, and Jiro
Kumaki, “Molecular combing of various poly(n -alkyl asrylate) chains on
mica by the dipping method”, Langmuir , 2021, 57 , 7556-7564.

2021/6/22 計測技術室 菊地守也

Kazuki Fukushima, Kodai Matsuzaki, Masashi Oji, Yuji Higuchi, Go
Watanabe, Yuki Suzuki, Moriya Kikuchi, Nozomi Fujimura, Naofumi
Shimokawa, Hiroaki Ito, Takashi Kato, Seigou Kawaguchi, and Masaru
Tanaka, “Anisotropic, degradable polymer assemblies driven by a rigid
hydrogen-bonding motif that induce shape-specific cell responses”,
Macromolecules , 2022, 55 , 15-25.

2022/1/11 計測技術室 菊地守也

業績内容

活動実績
2021/4/1−2022/3/31
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実施年⽉⽇ 所属 ⽒名
学術雑誌等への掲載論⽂

Yu-Hong Cheng, Reine Moriyama, Hinako Ebe, Kei Mizuguchi, Ryohei
Yamakado, Shotaro Nishitsuji, Takayuki Chiba, and Junji Kido.
Two-Step Crystallization for Low-Oxidation Tin-Based Perovskite Light-
Emitting Diodes.
ACS Appl. Mater. Interfaces 2022, accepted

2022/1/25 計測技術室 ⽔⼝ 敬

"Improvement of frequency resolution using a sub-bin structure in the
discrete Fourier transform".  Manabu Sato, Yuuki Kimura, Junpei Masuta,
Tetsuo Kosaka, and Izumi Nishidate.  Appl. Opt., Vol. 60, Issue 21, pp.
6290-6301 (July, 2021). https://doi.org/10.1364/AO.426045

2021/7/20 計測技術室 増⽥純平

職務に関連する著作

松本 良憲, 菊地 守也, 鳴海 敦, 川⼝ 正剛, “分⼦量測定法−新校正SEC-MALS
法による無秩序分岐⾼分⼦の精密特性解析−”, ⾊材協会誌 , 2021, 94 , 104-
111.

2021/4/20 計測技術室 菊地守也

榎本 航之, 中野 雅⽐古, 菊地 守也, 鳴海 敦, 川⼝ 正剛, “有機−無機ハイブ
リッド材料の⾼屈折率⾼アッベ数実現への展開”, 光アライアンス , 2021, 31 ,
5-12.

2021/5/1 計測技術室 菊地守也

技術職員研修会等における講師担当作

⽇本学術振興会「令和３年度ひらめき☆ときめきサイエンス〜ようこそ⼤学
の研究室へ〜KAKENHI」光トランシーバを作ろう！光無線と光ファイバ通
信.

2021/10/23 統括技術⻑ ⼭吉康弘

その他 個別研修以外での学内・外の研修参加等

普通救命講習参加・修了 2021/11/11 環境・安全衛⽣担当 鈴⽊泰彦

⼤学等環境安全協議会 第37回⼤学等環境安全協議会技術分科会  参加 2021/11/25-26 環境・安全衛⽣担当 鈴⽊泰彦

⼤学等環境安全協議会 第14回実務者連絡会議術研修会「化学物質の⾃律的
な管理と⼤学での教育」参加

2022/2/28 環境・安全衛⽣担当 鈴⽊泰彦

事件・実習技術研究会2022東京⼯業⼤学実⾏委員会 参加 2022/3/3-4 環境・安全衛⽣担当 鈴⽊泰彦

第82回応⽤物理学会秋季学術講演会（オンライン） 2021/9/10-13, 21-23 計測技術室 ⽔⼝ 敬

第3回⽇本定量NMR研究会年会（オンライン） 2021/12/7 計測技術室 ⽔⼝ 敬

令和3年度東北地区先端⾼分⼦セミナー（オンライン） 2022/3/3-4 計測技術室 ⽔⼝ 敬

JEOLウェビナー フッ素含有化合物のNMR測定例（オンライン） 2022/3/4 計測技術室 ⽔⼝ 敬

MATLABによるディープラーニング講習会. ⼭形⼤学⼯学部 2022/3/8,9 計測技術室 川⼝敏史

Adobe MAX Japan 2021 オンライン受講 2021/10/27,28 情報技術室 ⾼橋尚⽮

令和３年度東北地区国⽴⼤学法⼈等技術職員研修 オンライン参加 2021/09/14,/12/06 情報技術室 ⾼橋尚⽮

令和３年度東北地区国⽴⼤学法⼈等技術職員研修 オンライン参加 2021/09/14,15 情報技術室 鈴⽊裕幸

令和３年度東北地区国⽴⼤学法⼈等技術職員研修 オンライン参加 2021/09/14,/12/06 計測技術室 増⽥純平

令和３年度東北地区国⽴⼤学法⼈等技術職員研修 オンライン参加 2021/09/14,15 計測技術室 佐藤伸⼀

令和３年度東北地区国⽴⼤学法⼈等技術職員研修 オンライン参加 2021/09/14,15 機器分析技術室 佐々⽊貴史

業績内容
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編集後記

2021 年度はいろいろなことが起きた一年でした。 

コロナウイルスのワクチン接種が始まり、工学部でも職域接種を 2回実施し学生・職員

とその家族・一般の方など多数が接種しました。原油価格高騰に追い打ちをかけるように

ロシアがウクライナに侵攻しさらにエネルギー資源が不足となっています。

東京オリンピックは 1年延期で、北京冬季オリンピックは予定通り開催されました。本

当に開催できるのか危惧されておりましたが両オリンピックとも無事開催できこのコロナ

禍においても一筋の光が見えたように思えます。 

コロナウイルスが蔓延して、この間さまざまな活動が制限され昨年度は技術部職員研修

会、技術談話会が中止となりました。今年度は年度末ですがなんとか開催され本誌でもそ

の内容を掲載することができました。当技術部には様々な技能や知識を持った技術職員が

おります。それらのほんの一部ではありますがこれを吸収することにより新たな知見が生

まれ技術者として成長する場合もあります。このような貴重な時間を今後も可能な限り共

有できればと思います。 

「技術報告 第２０巻」に原稿をお寄せいただきましたすべての執筆者ならびに作成にご

協力頂いた皆々様にこの場を借りて厚く御礼申し上げます。 

文 榎本正則 

術報告第２０巻 編集委員 

委員長  榎本正則 

副委員長 佐々木貴史 

編集委員 伊藤雄太 川口敏史 鈴木裕幸 
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